
 

 

平成２５年 第１予算審査特別委員会 会 議 録 1 

開催年月日 平成25年３月13日(水)・14日(木)・15日(金)・18日(月)・19日(火) 

開 催 場 所 第二委員会室 
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１ 付託事件 

議案第１号 平成25年度滝川市一般会計予算 

議案第14号 滝川市保健福祉部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間の特例 

      に関する条例 

議案第15号 滝川市農政部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間の特例に関 

する条例 

議案第16号 滝川市新型インフルエンザ等対策本部条例 

議案第17号 滝川市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する条例 

議案第18号 滝川市準用河川管理施設等構造条例 

議案第19号 地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずる 

      ための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関 

      する条例 

議案第21号 滝川市教育支援センター条例の一部を改正する条例 

議案第22号 滝川市コミュニティセンター条例等の一部を改正する条例 

議案第23号 滝川市民会館条例及び滝川市郷土館条例の一部を改正する条例 

議案第24号 滝川市美術自然史館条例及び滝川市郷土館条例の一部を改正する条例 

  議案第25号 滝川市丸加高原健康の郷条例の一部を改正する条例 

議案第26号 滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例 

議案第27号 滝川市都市公園条例の一部を改正する条例 

議案第28号 滝川市普通河川管理条例及び滝川市準用河川流水占用料等徴収条例の一 

      部を改正する条例 

議案第30号 滝川市森のかがく活動センター条例を廃止する条例 

議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター） 

文書分類番号 00 09 03 002 永 年 起案 平成 年 月 日 決裁 平成  年 月 日 

議 長  副 議長   局 長  副 主 幹  主 査  担  当  担 当 
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議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（保育所） 

  議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（児童館） 

議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（老人福祉センター） 

議案第38号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター） 

議案第39号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター北地区分館） 

議案第40号 公の施設の指定管理者の指定について（就労継続支援施設） 

議案第41号 公の施設の指定管理者の指定について（身体障害者福祉センター等） 

議案第42号 公の施設の指定管理者の指定について（転作研修センター） 

議案第43号 公の施設の指定管理者の指定について（総合交流ターミナルたきかわ） 

議案第44号 公の施設の指定管理者の指定について（ふれ愛の里及び池の前水上公園 

      の一部） 

議案第45号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティ防災センター） 

議案第50号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（芦別市） 

議案第51号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（赤平市） 

議案第52号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（砂川市） 

議案第53号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（歌志内市） 

議案第54号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（美唄市） 

議案第55号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（奈井江町） 

議案第56号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（新十津川町） 

議案第57号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（上砂川町） 

議案第58号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（浦臼町） 

議案第59号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

        援に関する事務の受託について（雨竜町） 

議案第60号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対する支 

         援に関する事務の受託について（月形町） 



 

 

 

 議案第61号 滝川市の公の施設の新十津川町民の利用について 

２ 審査の経過 

３月13日、14日、15日、18日、19日の５日間にわたり、慎重な審査を行った。 

３ 審査の結果 

いずれも原案のとおり可とすべきものと決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記記載のとおり相違ない。  第１予算審査特別委員長 木 下 八重子 印  
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第１予算審査特別委員会（第１日目） 3 

H25.3.13 (水)10：00～ 4 

第 二 委 員 会 室 5 

開  会 １０：００ 6 

委 員 長 それでは、皆さんおはようございます。これより平成25年度第１予算審査特別 7 

委員会を開会するに当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。 8 

 大変重要な新年度の予算案の審議に当たりまして、まことにふなれで皆様方に 9 

はご迷惑をおかけしますけれども、この点はご了承いただき、委員の皆さん、 10 

そして出席されている市の職員の皆さんの特段のご協力を得ながらこの委員会 11 

運営を進めてまいりたいと考えております。ぜひとも活発な議論はもとより、 12 

適切なご説明に配慮いただきますよう心よりお願いを申し上げます。 13 

 以上を申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたし 14 

ます。 15 

 ただいまより第１予算審査特別委員会を開会いたします。 16 

 委員動静報告 17 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 18 

 これより本日の会議を開きます。 19 

 本委員会に付託された事件は、 20 

 議案第１号 平成25年度滝川市一般会計予算 21 

 議案第14号 滝川市保健福祉部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間 22 

の特例に関する条例 23 

 議案第15号 滝川市農政部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間の特 24 

例に関する条例 25 

 議案第16号 滝川市新型インフルエンザ等対策本部条例 26 

 議案第17号 滝川市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する条例 27 

 議案第18号 滝川市準用河川管理施設等構造条例 28 

 議案第19号 地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を 29 

講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例 30 

の整備等に関する条例 31 

 議案第21号 滝川市教育支援センター条例の一部を改正する条例 32 

 議案第22号 滝川市コミュニティセンター条例等の一部を改正する条例 33 

 議案第23号 滝川市民会館条例及び滝川市郷土館条例の一部を改正する条例 34 

 議案第24号 滝川市美術自然史館条例及び滝川市郷土館条例の一部を改正する 35 

条例 36 

 議案第25号 滝川市丸加高原健康の郷条例の一部を改正する条例 37 

 議案第26号 滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例 38 

 議案第27号 滝川市都市公園条例の一部を改正する条例 39 

 議案第28号 滝川市普通河川管理条例及び滝川市準用河川流水占用料等徴収条 40 

例の一部を改正する条例 41 

 議案第30号 滝川市森のかがく活動センター条例を廃止する条例 42 

 議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター） 43 

 議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（保育所） 44 

 議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（児童館） 45 

 議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（老人福祉センター） 46 
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 議案第38号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター） 47 

 議案第39号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター北地 48 

区分館） 49 

 議案第40号 公の施設の指定管理者の指定について（就労継続支援施設） 50 

 議案第41号 公の施設の指定管理者の指定について（身体障害者福祉センター 51 

等） 52 

 議案第42号 公の施設の指定管理者の指定について（転作研修センター） 53 

 議案第43号 公の施設の指定管理者の指定について（総合交流ターミナルたき 54 

かわ） 55 

 議案第44号 公の施設の指定管理者の指定について（ふれ愛の里及び池の前水 56 

上公園の一部） 57 

 議案第45号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティ防災センタ 58 

ー） 59 

 議案第50号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 60 

する支援に関する事務の受託について（芦別市） 61 

 議案第51号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 62 

する支援に関する事務の受託について（赤平市） 63 

 議案第52号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 64 

する支援に関する事務の受託について（砂川市） 65 

 議案第53号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 66 

する支援に関する事務の受託について（歌志内市） 67 

 議案第54号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 68 

する支援に関する事務の受託について（美唄市） 69 

 議案第55号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 70 

する支援に関する事務の受託について（奈井江町） 71 

 議案第56号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 72 

する支援に関する事務の受託について（新十津川町） 73 

 議案第57号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 74 

する支援に関する事務の受託について（上砂川町） 75 

 議案第58号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 76 

する支援に関する事務の受託について（浦臼町） 77 

 議案第59号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 78 

する支援に関する事務の受託について（雨竜町） 79 

 議案第60号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 80 

する支援に関する事務の受託について（月形町） 81 

 議案第61号 滝川市の公の施設の新十津川町民の利用について 82 

 以上の40件となっております。 83 

 なお、関連議案のうち、第28号及び第61号は歳入関連、それ以外の議案37件は 84 

歳出関連でありますので、ご留意願います。 85 

 次に、審査の方法について協議いたします。 86 

 まず、日程についてですが、配付されております別紙日程表に基づいて進める 87 

こととし、終了時間については遅くとも午後４時をめどとして取り進めること 88 

でよろしいでしょうか。 89 

（異議なしの声あり） 90 
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委 員 長 異議なしと認めます。 91 

 よって、そのように決定いたします。 92 

 次に、審査の進め方について協議いたします。 93 

 まず、審査の進め方ですが、歳出は款別に、歳入は一括して説明を受けた後、 94 

それぞれ関連議案を含めて質疑を行うものとし、討論、採決については最終日 95 

に行うことでよろしいでしょうか。 96 

（異議なしの声あり） 97 

委 員 長 そのように決定いたします。 98 

 なお、意見は討論の際に述べていただくことになっておりますので、質疑は簡 99 

潔に行っていただき、特に付託事件以外の質疑は行わないようにご配意願いま 100 

す。また、答弁については部課長に限らず、内容の知り得る方が行ってくださ 101 

い。なお、氏名、職名等を告げられないで答弁の許可を得た場合は、所属、職 102 

名、氏名を述べてから答弁してください。 103 

 次に、市長に対する総括質疑は審査日程の最終日に予定しておりますが、審査 104 

の過程で特に留保したものに限ることでよろしいでしょうか。 105 

（異議なしの声あり） 106 

委 員 長 そのように決定いたします。 107 

 次に、討論ですが、付託されております40件の議案について一括して各会派の 108 

代表の方等に行ってもらうこととし、その順番は市民クラブ、新政会、公明党、 109 

渡辺精郎委員の順とすることでよろしいでしょうか。 110 

（異議なしの声あり） 111 

委 員 長 そのように決定いたします。 112 

 なお、各会派等から出されました討論要旨につきましては、後日事務局で一括 113 

整理し、議員にのみ印刷配付することになりますので、ご承知願います。 114 

 最後に、資料要求の関係でお諮りいたしますが、予定されている資料につきま 115 

してはお手元に配付されております。これ以外の関係で資料要求される方は、 116 

その都度要求を願い、その必要性を会議に諮り、所管部局の都合を確認した上 117 

で決定いたしたいと思いますので、これでよろしいでしょうか。 118 

（異議なしの声あり） 119 

委 員 長 そのように決定いたします。 120 

 まず、冒頭に資料要求をされる方はございますか。 121 

（なしの声あり） 122 

委 員 長 以上で審査方法についての協議を終了し、早速審査に入りたいと思いますが、 123 

よろしいですか。 124 

（異議なしの声あり） 125 

委 員 長 それでは、日程に従いまして審査を進めます。 126 

 総括 127 

委 員 長 最初に、総括についての説明を求めます。 128 

山﨑部長 （総括について説明する。） 129 

委 員 長 説明が終わりました。 130 

 これより質疑に入りますが、冒頭決定したとおり審査は款別に進めることにな 131 

りますので、総括は款別にわたらないように質疑願います。質疑ございますか。 132 

窪 之 内 総括的なこととしての質疑ということで、財政の健全化という観点からなので 133 

すけれども、財政の健全化という４つの指標についてはずっと改善してきてい 134 
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ると考えているのですが、心配なのは財政調整基金の減少なわけです。25年度 135 

３億円を出すということで、ここずっと数年間の経緯を見ると若干減っている 136 

ということがあって、その辺は活性化のための財源調整ということもあるので 137 

すが、その辺は気になるというか、心配な点になっているということもあるの 138 

で、その基金のことをどういうふうに見たらいいのかということについて、そ 139 

れが１点。 140 

         それと、25年度執行するに当たって、不安定要素として考えられるのは何か。 141 

これは、プラスの部分もあると思うのですが、当然マイナスを予想されるとい 142 

う部分もあると思いますので、元気臨時交付金のこともあるし、そういうこと 143 

も含めてプラスに動く可能性、マイナスに動く可能性も含めて大きく伺いたい 144 

と思います。 145 

         これは、次は簡単なこと、簡単って申しわけないのですが、予算書の記載の関 146 

係なのですが、実は今までと違って款別が、款と款の変更のときが重なって同 147 

じページにあるのですよね。今までは、その款が終わると新しいページから次 148 

の款が始まっていたと。これは、正直節約のためだったのかもしれないのです 149 

が、実は見づらいのです。それで、なぜこうなったのかについてもお伺いした 150 

いと思います。 151 

         以上、３点です。 152 

高橋課長 １点目の財政調整基金等３つの大きな基金がございますけれども、これにつき 153 

ましては24年度決算をこれから行うということもございまして、そこでの繰り 154 

入れ停止、それから積み増し等もあるということで今はまだ決算が終わってお 155 

りませんけれども、そういうことも想定しながら基金についてはできるだけコ 156 

ントロールをしながら進めていきたいと考えております。 157 

         以上でございます。 158 

 ２点目の不安定要素、それからマイナスの要素でございますけれども、まずこ 159 

れからの経済対策に伴う支出というものがどういうふうになっていくかという 160 

ことが１点あると思います。それから、経済的な状況から市税の状況、これは 161 

プラスに振れるのか、マイナスに振れるのか、それもいろいろと総体的な経済 162 

の状況、地域の状況に応じてマイナス要素にもなりますし、プラス要素にもな 163 

ると考えております。それから、さらに交付税でございますけれども、これに 164 

ついても特に特別交付税について来年度からはパーセンテージも下がるという 165 

ような予定になっておりますし、そのあたりの制度の問題等も含めまして、交 166 

付税特会の問題等もありますので、これもマイナス要素になる可能性が高いの 167 

かなと考えております。それから、プラス要素といたしましては、先ほど委員 168 

さんのほうからお話がありました元気臨時交付金がこれから算定をされるとい 169 

うことでございますので、こういう部分につきましては有効な財源として活用 170 

をさせていただきたいと考えております。 171 

         以上でございます。 172 

万年主査 ３番目の質疑、予算書が款別になっていないということなのですけれども、確 173 

かに経費節減を考えて昨年よりも、昨年度でいえば423ページあったものがこと 174 

しは365ページ、58ページの削減となっておりますが、見づらいとのご指摘もあ 175 

りましたことで、今後以前のように改善していくか検討してまいりたいと思い 176 

ます。 177 

         以上です。 178 
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窪 之 内 最後の記載のあり方は、１ページに３款あるところもあるのです。何部作成す 179 

るかわからないのですが、チェックのほうとしてはしづらいということもある 180 

ので、ぜひもとに戻してくれるような改善を求めたいと思います。 181 

         あと、基金なのですが、できるだけコントロールしていきたいということなの 182 

で、この規模が残っていれば基金残高としては大丈夫だと理解していていいの 183 

かどうかについてお伺いします。 184 

高橋課長 基金残高につきましては、ご指摘のとおり他の標準的な団体に比べると残高が 185 

多少少ないということはございますけれども、標準的な財政規模の５パーセン 186 

ト程度を今確保しているところでございますので、この確保を続けていきたい 187 

と考えております。 188 

         以上でございます。 189 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 190 

柴  田 今の窪之内委員の質疑にも関連するのですが、今後の見通し、よい面、悪い面 191 

という質疑があったのですけれども、今の国の大型補正で地方にもある程度お 192 

金も回っている一方で地方の負担もふえているという流れがありますけれども、 193 

この大型補正によって逆に国の財政が今後相当引き締め方向になるということ、 194 

要するに出し過ぎてその後の財源が続かないというような指摘もあるのですけ 195 

れども、そういったことについての財政見通しについてお伺いしたいと思いま 196 

す。その１点です。 197 

山﨑部長 正直読み切れない部分が多々あります。しかしながら、国、財務省の諮問機関 198 

等々の審議会、委員会等でも相当厳しく地方への交付を引き締める、あるいは 199 

交付税を削減すべきだというような論調が出ているというふうにも聞いており 200 

ます。そういった中では、今後読み切れないにしても相当厳しくなっていくだ 201 

ろうというような感覚は持っております。そういった中で健全な財政を続ける 202 

べく、さまざま今後とも努力を続けていきたいと思っております。 203 

         以上です。 204 

委 員 長 ほかにございますでしょうか。 205 

（なしの声あり） 206 

委 員 長 以上で総括の質疑を終結いたします。 207 

 それでは、款別の審査に入ります。 208 

 議会費 209 

委 員 長 議会費の説明を求めます。 210 

中嶋局長 （議会費について説明する。） 211 

委 員 長 説明が終わりました。 212 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 213 

（なしの声あり） 214 

委 員 長 質疑の留保は、なしと確認してよろしいでしょうか。 215 

（異議なしの声あり） 216 

委 員 長 以上で議会費の質疑を終了いたします。 217 

 総務費、消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費 218 

委 員 長 総務費、消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費を一括して説明を求めま 219 

す。 220 

山﨑部長 （総務費のうち総務部が所管する部分、一部他部所管の部分も含めて増減の主 221 

なものについて説明する。消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費につい 222 
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て、増減の主なものなどを説明する。） 223 

庄野部長 （総務費のうち市民生活部に関連する予算について説明する。） 224 

委 員 長 説明が終わりました。 225 

 これより関連議案第22号、第23号、第31号、第39号、第42号及び第45号を含め 226 

て一括質疑に入ります。質疑ございますか。 227 

渡  辺 それでは、56、57ページのほうからまいります。総務費、まず１番目ですが、 228 

57ページの説明欄の児童見守りシステムの管理に要する経費があるのですが、 229 

児童見守りのこのシステム、どこでどのようになってこの予算なのかというこ 230 

とで、各学校とかＰＴＡとか町内会とかそういうところでやっているスクール 231 

ガードの管理、こういうものにも支給されるのかどうか、これをお答えくださ 232 

い。 233 

         ２番目にまいります。その下のほうで企業誘致推進等に要する経費ですが、250 234 

万円程度なのですが、鈴木副市長が主としてこれは使われるのではないかと思 235 

うのですが、これでこの予算を早くも使い切った場合のその他の予算というの 236 

はどうなっているのかご説明ください。 237 

         その下のほうへいきます。広報たきかわのところですが、1,200万円程度ですか、 238 

数年前から微増しているのですが、いいことなのですが、ただ配達が郵便局に 239 

なって必ず印鑑を求められる。したがって、必ず町内会長は自宅にいてくださ 240 

いというのは、この委託料と何か郵便局になったのと関連があるのかどうかご 241 

説明願います。 242 

         次のほうへまいります。58、59ページへ行きます。 243 

委 員 長 渡辺委員、目をきちんと言ってください。一般管理費の目から始めてください。 244 

渡  辺 先ほどのは、総務費の総務管理費の一般管理費、それから２の広報広聴費とい 245 

うところでございます。 246 

         それでは、58、59ページへ参ります。総務管理費の企画費ということでござい 247 

ます。その説明欄の59ページ、ウエルカムプロジェクトに要する経費のところ 248 

なのですが、だんだんと、５年ほど前はたしか100万円、90万円ということでこ 249 

ういうふうに50万円弱になって、この活動というか、その事業がほとんどない 250 

のかなと思うのですが、そこの意欲について説明をいただきたいと思います。 251 

         ４の財産管理費にまいります。そこで、庁舎等の維持管理に要する経費の説明 252 

欄のところですが、５番目ですが、管理等委託料があるのですが、ボイラーと 253 

か清掃とかそういうのがあると思うのですが、清掃関係のこれが幾らぐらいに 254 

なっているのかということで、その清掃関係の費用、この中でお願いします。 255 

         ６番目へまいります。逆になりましたが、その財産管理費の説明欄の光熱水費 256 

1,800万円程度でございますが、太陽光のパネルの昼間のワット数、晴天のとき 257 

とこんな曇ったときはいろいろ違うと思うのですが、その辺の記録があるでし 258 

ょうか、お尋ねしたいと思います。 259 

         次にまいります。60、61ページの市民生活推進費ということになると思うので 260 

す。先ほども説明はあったのですが、公害防止啓発に要する経費があるのです 261 

が、先ほどもあったとおりこの自動車の騒音、これはやっては悪いということ 262 

ではないのですが、もうこんな騒音ぐらいではなくて中国からの大気圏の空気 263 

の測定とか放射能の測定の時代でないかと思うのですが、その経費とその関係 264 

を述べてください。 265 

         その下のほうへまいります。一番下の空家等の適正管理に要する経費、少ない 266 
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のですが、初めての経費だと思うのですが、これぐらいではやっていけないと 267 

思うのですが、一体その持ち主とか地主とか家主とかそういうところへ請求す 268 

る準備というのができているのかどうか、これを説明いただきたいと思います。 269 

それが８番目でございます。 270 

         次のページへ参ります。総務費の総務管理費、市民生活推進費、63ページでご 271 

ざいます。先ほど少し部長からあったのですが、コミュニティ施設の運営管理 272 

に要する経費、これ公民館というのはもう音楽公民館だけしか残らないはずで、 273 

12館の公民館はコミュニティセンターということになると思うのです。そこで、 274 

この施設の管理代行負担金は、もう公民館ではないから公民館のほうにはもう 275 

ないと思うのです。したがって、その負担金はどこになったのかということで 276 

お聞きしたいと思います。昨年より143万円程度しかふえていないのですから、 277 

公民館１館程度しかふえていないので、その費用がふえた分のコミセンの７館 278 

のこの費用はどこへいったのか、これをご説明いただきたいと思います。 279 

         以上は総務費です。次へまいります。消防費です。116、117ページのところで 280 

すが、消防費の消防費、消防費、そして防災費の117ページの防災に要する経費 281 

なのですが、その丸の２つ目ぐらいのところで国民保護協議会委員報酬とある 282 

のですが、わずかではありますけれども、一体この方々の国民保護協議会の委 283 

員の報酬と仕事の内容についてご説明ください。消防費はそれだけです。 284 

         次は、職員費、138、139ページですが、139ページの職員費の説明欄５段目ぐら 285 

いに共済組合への納付金５億円程度あるのですが、これは公費で負担する共済 286 

組合の納付金で、これ以外に個人の職員から負担をいただいていると思うので 287 

すが、この５億円というのは何割に当たるものなのかということでのご説明を 288 

いただきたいと思います。 289 

         以上、11点よろしくお願いします。 290 

田上室長 総務費、一般管理費で質疑のありました児童見守りシステムについてお答えい 291 

たします。 292 

         こちらのシステムは、平成22年度より運用しております希望者、小学校、中学 293 

校の児童を持つ保護者に対して希望をされる方に不審者情報をメールで一斉送 294 

信する仕組みと小学生１から３年生までで希望される親御さんのほうに情報を 295 

渡すＩＣタグサービス、お子さんが小学校に到着しただとか、これから下校し 296 

ますというような情報を流すＩＣタグサービス、こちらの２つをサービスはも 297 

ともとやっているサービスでございます。ですので、既存のＰＴＡの行ってい 298 

る活動とは別なものとなっております。 299 

         以上です。 300 

居林部次長 ２款１項１目の57ページの企業誘致推進等に要する経費について質疑がござい 301 

ました。鈴木副市長の活動費として計上しているところでございますが、使い 302 

切った場合はというようなことですが、基本的には補正という手段もあるので 303 

しょうが、７款の商工費の中に産業振興事業に要する経費がございまして、そ 304 

の中にも一部鈴木副市長が使えるような経費についても用意をしてございます。 305 

そういったことで弾力的な使用に努めてまいりたいと考えてございます。 306 

         以上です。 307 

半井室長 広報の配達について回答させていただきます。 308 

         広報たきかわの配達につきましては、昨年の５月から日本郵便株式会社のほう 309 

で配達をしていただいています。業者の選定につきましては、競争入札参加資 310 
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格審査申請の告示をしまして公募しております。その中で応募してきたところ 311 

が日本郵便だけだったということで、日本郵便のほうで今配達していただいて 312 

おります。その中で、広報の荷物等をゆうパックという形で配達するというこ 313 

とで、郵便局の決まりとしまして確実に荷物を届けるということで印鑑を必ず 314 

いただくということになっておりますので、町内会の会長さんですとか配達さ 315 

れる方には大変ご苦労をかけますけれども、その辺はご理解いただきたいと思 316 

います。 317 

         以上です。 318 

大橋主査 企画費の関係で質疑のあったウエルカムプロジェクトに要する経費に関するお 319 

答えをいたします。 320 

         ウエルカムプロジェクトに関しましては、平成17年から始めまして、滝川市の 321 

交通の便、住みよさ、気候のよさ等に加え、魅力であるグライダー、菜の花等々 322 

をホームページ、移住相談会、ラジオ、雑誌、新聞、また利用者の口コミ状況 323 

からＰＲいたしまして、北海道に移住したい方、また長期滞在を希望される方 324 

に認知度も向上しております。減になった理由なのですけれども、平成22年度 325 

からおためし暮らし住宅への家賃補助や体験メニューなど特典のついたモニタ 326 

ーツアーを行ってきましたが、当初予定の３年間が経過したこと、あと通常の 327 

おためし暮らし利用者も一定数の利用が見込めるような状況になりましたので、 328 

特典つきモニターメニューにつきましては平成24年度をもって終了といたしま 329 

した。移住相談会なのですけれども、東京、大阪、名古屋、こちらのほうで行 330 

ってきましたが、おためし暮らし利用者に関しましては東京を含む首都圏に関 331 

してが７割以上を占めるということで、こちらの首都圏を中心にＰＲをしてい 332 

くこととしたことによりまして予算額が減となりました。おためし暮らし利用 333 

者なのですけれども、平成22年度は８組10名、23年度につきましては11組15名、 334 

24年度に関しては12組25名ということで年々増加傾向にあります。滞在日数に 335 

関しましても22年度は110日、23年度に関しましては289日、24年度に関しては 336 

451日と滞在日数もふえてきていることからロングステイの需要がふえてきて 337 

いるということで、今後に関しましては短期ではなく長期のロングステイに対 338 

応していきたいと思います。また、少ない予算で大きい効果が得られるように 339 

これからも積極的に事業を進めていきたいと思います。 340 

         以上です。 341 

和田副主幹 私のほうから、庁舎管理に要する経費の管理等委託料のうちの清掃関係の部分、 342 

これについてまずご答弁させていただきます。 343 

         市庁舎の清掃につきましては、全体の庁舎の中の清掃として、３つの委託業務 344 

に分かれておりますが、市庁舎の清掃業務としまして211万7,000円、それから 345 

市庁舎のワックスですとかカーペットの清掃、これは別に発注しておりますが、 346 

これに216万2,000円、市庁舎の外構、地下にあるごみの処理ですとかそういっ 347 

た用務に160万7,000円を計上しております。 348 

         それから、続きまして光熱水費の関係で太陽光パネルの発電の記録はあるのか 349 

ということなのですが、記録をとっております。日によって、また月によって 350 

増減はあるのですが、平均しますと月300キロワットの発電量があります。電気 351 

料金にしますと約3,700円程度ということで、そのぐらいの発電量があるという 352 

ことです。 353 

         以上です。 354 
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山川副主幹 ２点について回答させていただきます。 355 

         まず、ＰＭ2.5、いわゆる微小粒子状物質の測定、これが必要ではないかという 356 

ことでございますけれども、現在全国で550カ所、北海道におきましても札幌等 357 

を中心に13カ所が測定されてございます。滝川市に近いところでは旭川市、そ 358 

れと札幌市ということでございますが、一時基準値を若干超えている日も見受 359 

けられておりますけれども、現状では基準値以下の数字ということになってご 360 

ざいます。なお、自動車騒音測定評価業務につきましては、平成24年から権限 361 

移譲によりまして北海道から市に移譲されておりますので、この関連で測定業 362 

務を始めたところでございます。 363 

         次に、空き家に関する経費でございますが、これは平成24年、昨年から予算計 364 

上はさせていただいてございます。予算的な中身としては、必要最低限の措置 365 

を行うための消耗品等の予算が主なものでございます。基本的に空き家等の解 366 

体につきましては、所有者の責任においてしていただくことが原則だと考えて 367 

ございます。どうしても所有者が解体できない、それにも増して非常に危険で 368 

あるという、行政がどうしても解体しなければならないという場合につきまし 369 

ては補正等で予算を審議いただいて対応したいと考えてございます。 370 

         以上です。 371 

佐藤副主幹 私のほうから、コミュニティ施設管理代行負担金の関係についてご説明いたし 372 

ます。 373 

         現在コミュニティ施設費におきましては、公民館を含めて12館ございますが、 374 

従前から12館分こちらの市民生活推進費で予算計上しているところでございま 375 

す。 376 

         以上です。 377 

橋本副主幹 私のほうから、国民保護協議会委員の仕事と報酬の関係をご説明させていただ 378 

きたいと思います。 379 

         国民保護協議会委員さんの関係につきましては、まず市は国民保護法第35条に 380 

基づきまして国民保護計画を作成することとなっております。さらに、その法 381 

律に基づきまして市の国民保護協議会に諮問の上、知事に報告し、作成したと 382 

きは速やかに市議会に報告するという形になっておりまして、この国民保護計 383 

画は18年に作成しておりますけれども、この計画が国の法律等で変更があった 384 

場合、当然この国民保護計画を変更することになります。そのときにこの国民 385 

保護協議会委員さんに協議を諮って更新をしていくということの仕事をお願い 386 

しております。報酬につきましては、お一人3,400円の10名で組んでおりますが、 387 

実際国民保護協議会の委員さんは25名おりますけれども、この中には公的機関 388 

の方が多数おりまして、民間の方の分の予算を組ませていただいております。 389 

         以上で終わります。 390 

小畑副主幹 職員費の中の共済組合納付金の関係ついてお答えいたします。 391 

         ここに記載しております５億円強の金額につきましては、ご質疑にありました 392 

とおり公費で負担している部分でございます。個人からも掛金があるであろう 393 

と、それについての割合とか金額ということでありましたけれども、その部分 394 

については歳入歳出予算に絡みませんことから金額のほうは大変申しわけあり 395 

ませんが、算出しておりません。ただ、共済組合納付金のこの予算計上してお 396 

ります中身につきましては職員の健康保険、介護保険料、年金の部分の負担金 397 

ということで、こうした基本的な部分については他の保険でも同じであると思 398 
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いますけれども、事業主と本人との折半ということになっております。そのほ 399 

かに年金の関係での追加費用ですとか基礎年金の拠出金の公的負担分というの 400 

はありますけれども、これについては事業主負担ということでありますが、基 401 

本の部分は本人と事業主での折半ということになっております。 402 

         以上です。 403 

和田副主幹 先ほど庁舎の清掃の関係でご答弁させていただいたのですが、補足させていた 404 

だきます。日常の清掃のほうに先ほど211万7,000円計上しているというご説明 405 

をしましたが、これは総務費の中に計上している部分だけです。このほかに図 406 

書館の関係で、10款教育費の中で図書館費のほうに図書館部分の清掃に要する 407 

経費を計上しております。そちらのほうが金額としましては99万3,600円計上し 408 

ておりますので、合わせますと清掃に要する経費としましては311万1,000円の 409 

計上になります。 410 

         以上です。 411 

渡  辺 １点のみ、ただいまの庁舎の清掃のところを再質疑させていただきます。学校 412 

でも、小学生でも自分たちで清掃しているわけであります。ひとつ職員も先ほ 413 

どのごみ程度のもの、ワックスがけは無理でしょうが、ごみ片づけとかそうい 414 

うことならできるのではないかと思うわけです。帰りの15分ぐらいサービスし 415 

て少し片づける、こういうことにすれば相当な節約になるのでないかと思うの 416 

ですが、ご見解を伺いたいと思います。 417 

和田副主幹 清掃の関係、職員がやってはというお話なのですが、執務室の清掃につきまし 418 

ては全て職員のほうで清掃しております。それから、ごみの搬出といいましょ 419 

うか、その辺も各階にごみ置き場、ステーションありますが、そちらのほうへ 420 

は職員それぞれが捨てております。そこに集まったごみを一旦地下の集じん室 421 

のほうに集めますが、その部分については委託業者さんにやっていただいてい 422 

ます。それから、その先、廃棄物としてごみ処理しておりますが、搬出につき 423 

ましても職員のほうでおおむねやっております。 424 

         以上です。 425 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 426 

坂  井 ２点あります。まず、59ページ、２款１項３目企画費の中のそらぷちキッズキ 427 

ャンプ支援事業に要する経費なのですが、560万円から200万円に補助金が減っ 428 

た理由、私が忘れているだけかもわかりませんので、もう一度説明をお願いい 429 

たします。 430 

         それと、137ページ、13款１項１目職員費の超過勤務手当、これの最高に実際勤 431 

務されている方は何時間ぐらいの積算なのか、あと最低はゼロだと思います。 432 

それと、平均は何時間ぐらいでの積算をしているのかお願いいたします。 433 

         以上です。 434 

壽崎主査 キッズキャンプの事業に対する補助金の減額ということですけれども、平成24 435 

年度の560万円につきましては夏キャンプ２回、それからウインターキャンプ１ 436 

回ということでの費用を見て積算したものでございます。ただ、今年度の実施 437 

の中で夏キャンプが実は１回しかできなかったと、それから今回２月に行う予 438 

定でありました冬のキャンプにつきましても諸般の事情で実施が見送られたと 439 

いう事情がございまして、平成25年度の予算措置について公益財団法人そらぷ 440 

ちキッズキャンプと協議をいたしましたところ、200万円の予算でもっておおよ 441 

そ夏キャンプ１回、冬キャンプ１回を予定したいというようなお話がございま 442 
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したので、それに基づいて計上させていただいたところでございます。平成24 443 

年度の事業の中でのキャンプ回数の減というのは、決して事業の衰退とかそう 444 

いった部分ではございませんで、委員もご承知のことかと思いますけれども、 445 

平成25年度の夏か秋ごろにアメリカの認証を取るというような計画がございま 446 

して、そちらに向けて職員一丸となって全体的に動いているものですから、今 447 

回のキャンプについてはそういった理由で見送りをさせていただいているとい 448 

うのが実情でございます。 449 

         以上で終わります。 450 

小畑副主幹 職員費の中の超過勤務手当7,700万円の予算についてでございますが、予算の計 451 

上の仕方としましては各費目ごとに、職員の個人に着目はせずに各費目ごとに 452 

一定割合を乗じまして7,700万円という数字を出しております。個々人の中身に 453 

つきましては、これは１つの実績といいますか、現状でありますけれども、時 454 

間外勤務、超過勤務の多い者では月に70時間程度の実績ということで今年度執 455 

行している者がおります。少ない者はゼロ時間ということになっております。 456 

最高、最低ということではそのような数字になっております。 457 

         以上です。 458 

委 員 長 小畑副主幹、平均は出ませんでしょうか。 459 

小畑副主幹 失礼いたしました。今年度の４月から１月までの実績の平均ですけれども、職 460 

員１人当たり月に14.2時間というのが平均の数字になっております。 461 

         以上です。 462 

坂  井 超過勤務手当に関することなのですが、最高で月70時間程度ということですと 463 

１日当たり３時間平均ぐらいになるのかなと、大体の計算ではそうだったので 464 

すが、結構夜中12時とかぐらいまででも役所の電気がついている場合が多々見 465 

受けられるのですが、それは月によってだったりとか、繁忙期だったり、閑散 466 

期だったりによっても違うと思うのですが、そういった場合にゼロ時間の超過 467 

勤務の方から月70時間程度の方までいるということは、職員がそこの部署を希 468 

望してその仕事をしているのかということになると、また違ってくると思うの 469 

です。ですから、業務の分担という意味で、ある課の職員にそういった業務が 470 

ふえていくというのはいかがなものかなといいますか、人間らしい生活を送る 471 

意味でももう少し業務の分担を効率よくやるべきではないかなと思います。あ 472 

と、70時間の超過勤務があるというところで、そこに関して管理職も同じよう 473 

に業務の分担を行っているのかについてもう一度質疑をさせていただきます。 474 

田中課長 超過勤務の関係ですけれども、今最高値ということで実績でお話をしましたけ 475 

れども、例えば個人の職場は別としまして、突発的に何年に１回かのそういう 476 

ものというのはあります。たまたま今70時間というのは、そういうことが起こ 477 

っているということです。ですから、基本的に超過勤務というのは管理職が事 478 

前に命令をかけて、きょうはどういう業務がありますと、何時まで、おおむね 479 

何時ぐらいまでやりますというようなことの事前命令ということは徹底するよ 480 

うにということで常々お話はさせていただいております。それから、管理職も 481 

ということですけれども、業務の中身にもよりますけれども、やはりみんなで 482 

シェアできる業務、そうではない業務、さまざまありますので、基本的な考え 483 

としましてはなるべく減らしていくと。委員おっしゃられるような人間的な生 484 

活を送るということは我々も同じ考えでございますので、今後ともそういう視 485 

点を持って進めていきたいと思っております。 486 



- １２ - 

 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 487 

井  上 59ページ、庁舎管理の関係、先ほど渡辺精郎委員から太陽光の話が出たのだけ 488 

れども、いわゆる壁型の太陽光パネルが約３年前に経済対策の一環として約 489 

2,000万円ぐらいかけて、太陽光部分については約1,000万円だったと思うけれ 490 

ども、それからターミナル的なこの庁舎全体の明かりを経費的に低減させる、 491 

ターミナルを取りかえたと思うのだけれども、その関係も含めてどのぐらい経 492 

済効果というか、それが2,000万円を投下してあったのかなと思って興味を持っ 493 

て聞いていたのだけれども、この中で先ほど300キロワットで3,700円という 494 

1,000万円かけた割にはそのぐらいの効果しかないのか。私も当時力を入れたの 495 

ですが、庁舎にこれをつけるということは１つ大きな滝川における情報発信の 496 

ために庁舎だけの問題でなく、滝川全体にいろいろなものを普及させようとい 497 

う象徴的なものだったのです。だから、それがこういうことなのかなと思って 498 

聞いていたのだけれども、大体300キロワットで3,700円という計算はどこから 499 

出てきているのか。どういうことかというと単価がどのようになっているのか、 500 

北電に対しての。これは今は42円なのです、単価的に。ここはパーセンテージ 501 

的に10キロ以上になっていると思うから、そのあたりがどういうふうになって 502 

いるのか。 503 

         それともう一つは、職員がこういうことをＰＲできるような体制になっている 504 

のか。ということは、ある市民が来て、あれは何ですかと言ったら知りません 505 

と言われたと本当にがっかりして、太陽光発電を先駆けてやっている人だった 506 

のですけれども、私はそういう環境教育の面、それからいわゆる滝川は公的な 507 

ものにやってそれをＰＲする面、いろいろな面があってこれはやったのではな 508 

いかなと思っていたものだから、その辺の関係がどうなっているのか。 509 

         それと、63ページの未来へつなぐ市民力推進補助金なのですが、これは１％事 510 

業ということでようやく３年経過して、前市長のときからこれは取り組んだの 511 

だけれども、私は非常にいい画期的なものだったと思っているのです。それで、 512 

これは堀議員もきのう本会議で取り上げたけれども、これが実際どういう中身 513 

なのかということもあるのですが、２つに分かれたわね。私もこの制度を使っ 514 

てまちおこしのイベントを１つ起こしたのですが、これ結局１つのイベントを 515 

やるときに、これは単年度主義で完結するようになっているわけだ。利益を出 516 

したらだめなようになっているわけだ、この制度は。３年たったら一つも次に 517 

つながる繰り越しだとか、そういうものができないシステムになっているわけ 518 

だ。そんなものだから３年間、きょう担当の人は来ているのかな。３年間で大 519 

体終わってしまうのです。だから、個々の町内会の活動促進補助金って100万円 520 

となっているでしょう。これはまた新しくできたのだと思うのだけれども、そ 521 

ういうものの中で町内会活動としてやるといったときに、そのイベントをそう 522 

いうもので引きずられるのかどうか、そこも含めてちょっと中身について質疑 523 

をします。 524 

         以上。 525 

和田副主幹 先ほどの太陽光発電の関係についてご答弁させていただきます。 526 

         井上委員さんおっしゃるとおり、太陽光発電につきましては電気の節電という 527 

意味もありますけれども、それ以上に太陽光発電、そういったものを市内にお 528 

ける実践的、それからかつ先導的な取り組みということで平成22年に補助金を 529 

活用しまして導入をさせていただいております。市民に対する節電のＰＲ、そ 530 
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れから公共施設における設置に向けた実証、それから環境に優しいまちづくり 531 

に向けた取り組み等の普及拡大のためというような位置づけで設置をさせてい 532 

ただいております。先ほど3,700円と答弁させていいただきましたが、これの単 533 

価はどういうことになっているのだというお話なのですけれども、先ほどご答 534 

弁しましたように300キロワットというのは、これは実績でそういう数字が出て 535 

おります。この電気につきましては庁舎内で全て利用しておりまして、売電を 536 

してはおりません。ですので、庁舎で今使っています電気料金が単価が12.29 537 

円という単価になっておりますので、全て庁舎内で使用しているということか 538 

らその金額を掛けさせていただきまして、おおむね3,700円というようなご答弁 539 

をさせていただきました。 540 

         それから、職員の中であれは何だということで返事ができない者がいたという 541 

ことなのですが、これにつきましては今後しっかりとＰＲを職員に対しても行 542 

っていきたいと思っております。 543 

         以上です。 544 

工藤所長 市民力推進事業補助金についてお答えいたします。 545 

         ご存じのとおり、平成22年度に未来へつなぐ市民税１％事業補助金が実は創設 546 

されまして、平成24年度で３年を経過したところでございます。３年を経過し 547 

たことによりまして、当初からの申請団体、12団体ございましたけれども、一 548 

応補助期間である３年が経過したということもございまして一部見直しをした 549 

ところであります。市民税１％事業補助金については、ご存じのとおり未来へ 550 

つなぐということで市民力のある魅力あるまちづくりを未来へつなぐ公益的、 551 

社会貢献的事業というような趣旨で創設されておりますけれども、この部分に 552 

つきましては市民力推進事業補助金と一部名称は変更になりますけれども、趣 553 

旨については従前の１％事業を継続したものでございます。また、市民税１％ 554 

事業の中に町内会等のイベント、地域のイベント等につきましても１％事業に 555 

含まれておりましたけれども、この部分につきましては分離いたしまして町内 556 

会等活動促進事業補助金と。こちらのほうの中身につきましては、地域の触れ 557 

合い、また交流を深めていただくという趣旨でございます。従前の市民税１％ 558 

事業では複数の町内会、また連合町内会等に限定していたところでございます 559 

けれども、このたびの町内会等活動促進事業補助金につきましては１つの町内 560 

会での申請も対象にするということで、従前より広い範囲で申請ができるとい 561 

うことでございます。また、３年間ということでございます。３年間のイベン 562 

トであれば４年目以降、その部分での補助金は何もないということでございま 563 

すけれども、今後におきまして例えばイベントを開催するに当たって、従前は 564 

備品購入費については対象外としておりましたけれども、補助額の２分の１以 565 

内であれば備品購入費も認めるということにしておりました。これは、例えば 566 

屋外イベント等でどうしても必要な放送器具だとか椅子だとかそういったもの 567 

をそろえていただいた中で、４年目以降はそういった備品の購入費等がかから 568 

ない中で町内会のほうで財源の中で自力でやっていただくという趣旨でござい 569 

ますので、ご了解いただきたいと思います。 570 

         以上です。 571 

井  上 それで、先ほどの太陽光だけれども、これ前にもやったかもしれないけれども、 572 

余りにも経済効果がないなと思って、あれ何キロワット設置したのか。私は第 573 

１号で3.2キロワットの太陽光を導入したのだけれども、自宅で。そうしたら、 574 
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８月にしたのだけれども、12月までで大体３万円ぐらいの効果があるなと思っ 575 

て試算というか、北電から来ています。だから、これ何かとり方が違うのでな 576 

いかなと思って、そんなものでないような気がするのです。10キロワットぐら 577 

いあれはあるのでないかと思うので、その辺の捉え方がどうなっているのか。 578 

それと、先ほど言ったけれども、いわゆるターミナルの関係、取りかえた関係 579 

だとか、あるいはこれをＬＥＤにしたときに、またそういう検討が今年度の中 580 

でされているのか。そのときにどのぐらいの圧縮、この次の圧縮効果が考えら 581 

れるのか。その辺の検討がされているのかについても１つお願いします。 582 

         それから、先ほどのもう一つの町内会の関係だけれども、それの備品購入なの 583 

だけれども、その２分の１補助をすると。それは、ことしからやるということ 584 

なのですか。そこのところを、今までやってきた段階のこともあるので、町内 585 

のこともあるので、先ほど言ったような実情はイベントをやるということは、 586 

それを継続させるということは大変なことなのです。そこのところも含めても 587 

う一回答弁してください。 588 

和田副主幹 電気、太陽光のパネルの関係ですが、設置しました太陽光パネルにつきまして 589 

は発電量が５キロワットのものです。当初計画しましたのは５キロワット、そ 590 

れに年間の日照時間等、それから壁面に垂直に設置しております。照射角度が 591 

余りよくないという設置方法ではあります。ですから、その照射角度による発 592 

電量の減ということも含めて年間で約4,500キロワットアワー程度の発電と計 593 

画をしておりました。当時の電気料金の試算としましては、約５万5,000円程度 594 

の削減というようなことで計画をしていたところです。それに対しまして月平 595 

均で300キロワット程度の発電ということで、計画に対比しますと約80パーセン 596 

ト程度の発電がされているという実績であります。それから、同時に当時導入 597 

をしました庁舎の照明の安定機器、これの交換も同時にいたしております。こ 598 

ちらのほうでは、年間の電気料の削減としまして約１万8,600キロワット、それ 599 

から電気料金としまして約22万9,000円年間で節減ができるだろうというよう 600 

なことで、そのような計画を立てて導入をしております。実績としましては、 601 

同程度の削減がされていると考えております。 602 

         それと、ＬＥＤの関係ですけれども、平成22年に省エネタイプのものに取りか 603 

えたというようなことと、それからＬＥＤの設置につきましては当初かなりの 604 

金額の導入に当たっては初期投資がかかるようなことから、今庁舎維持管理に 605 

つきましてはそのほかにも今後設備の更新等いろいろと出てくるというような 606 

予定もありますので、現状のところではＬＥＤに取りかえるというような検討 607 

はまだしておりません。 608 

         以上です。 609 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 610 

工藤所長 備品購入につきましては、先ほど申し上げましたとおり町内会等活動促進事業 611 

補助金というのが４月から実施というか、創設されることになりますので、そ 612 

れ以降の新規のイベント、町内会で行う新規のイベントに対しての事業、備品 613 

等についても対象になるということでございます。 614 

         以上です。 615 

小  野 それでは、３つばかりお尋ねいたします。 616 

         総務費の２款１項１目一般管理費の中で、これは旅費になるのかな。一般管理 617 

費の中の旅費が1,144万1,000円とあります。前年より150万円減っておりますけ 618 
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れども、これの特別職における出張回数と旅費の積算の根拠、それと道内、道 619 

外、宿泊別にもし提示できればそれもお願いしたい。 620 

         ２つ目、同じく55ページに行きます。この中の説明欄の交際費あるのですが、 621 

８行目ですね、上から。177万6,000円とあるのですが、それの内訳を教えてく 622 

ださい。 623 

         それと、116ページ、９款１項２目防災費の中の防災に要する経費の中のその他 624 

の諸費とあるのですが、その他の諸費のもし内訳がわかればそれもお願いしま 625 

す。 626 

         以上、３つです。 627 

堀之内室長 出張回数、根拠、それから宿泊別ということでありますが、まず旅費の積算に 628 

当たりましては、基本的には３年間の平均を用いて積算しております。そうい 629 

う意味で、出張回数の関係は平成24年４月から平成25年２月までの実績でお答 630 

えさせていただきたいのですが、それでいきますと市長につきましては道内で 631 

出張回数が26回、道外で14回ということになっております。道内は主なもので 632 

いきますと札幌が18回となっております。道外は東京が13回となっております。 633 

札幌での宿泊はありません。道外については２回ほど日帰りがございます。そ 634 

れ以外は宿泊ということになっております。 635 

         交際費につきましては、197万8,000円のうち市長が177万6,000円、残りが鈴木 636 

副市長、吉井副市長を含めて20万円となっております。 637 

         以上です。 638 

諏佐副主幹 鈴木副市長に関係します出張の部分を答弁させていただきます。 639 

         今年度の実績でございますけれども、随行も含めまして道外に22人回、道内に 640 

つきましては46人回ということになります。新年度の積算の内訳としましては、 641 

東京24回、札幌を含め道内50回というような積算としております。 642 

         以上です。 643 

橋本副主幹 私のほうから、消防費のその他諸費の内訳についてご説明申し上げます。 644 

         この諸費につきましては、基本的には臨時職員１人分の賃金が119万9,000円、 645 

旅費が２万4,000円、消耗品費が21万8,000円、あと委託料が46万円、それにあ 646 

と使用料が3,000円、それら等の部分でその他諸費の222万3,000円の大体の中身 647 

となっております。 648 

         以上です。 649 

小  野 確認なのですが、交際費の中の177万6,000円の内訳と言ったのですが、この内 650 

訳がなくて返答が違うと思うのだけれども、もう一回質疑をさせていただきま 651 

す。 652 

堀之内室長 まず、交際費の中の祝儀等で45万円、弔慰、お花ですとかそういったものも含 653 

めて弔慰で20万円、それから市政協力者等への関係のお礼を含めた渉外で２万 654 

5,000円、それから会費、市内での会合等の会費で44万円、その他が14万円、こ 655 

れが前渡資金の分で持っている分、それとお葬式等のお花代で21万円となって 656 

おります。その他で10万円で177万6,000円というものの内訳になっています。 657 

         以上です。 658 

委 員 長 若干早いのですけれども、この辺で昼食休憩にいたしたいと思います。再開は 659 

午後１時といたします。休憩いたします。 660 

休  憩 １１：４５ 661 

再  開 １３：００ 662 
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委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 663 

         質疑ありますでしょうか。 664 

副委員長 それでは、５点ほどお伺いをいたします。 665 

         55ページの総務費の中の一般管理費の中から説明欄の通信運搬費について伺い 666 

ます。この通信運搬費ですが、昨年よりは161万5,000円ほどふえていますけれ 667 

ども、この通信運搬費の内容となぜ今回はふえたのかというこの点を１点お聞 668 

きいたします。 669 

         同じく55ページの国際交流事業のその他の諸費について伺います。67万円ほど 670 

減っておりますが、この減った要因と内容についてお聞きをいたします。 671 

         ３つ目ですが、57ページの広報広聴活動に対する経費のその他の諸費について 672 

伺います。これも昨年より73万2,000円ほどふえていますが、その主な内容、要 673 

因についてお聞きをいたします。 674 

         ４点目、61ページの公害防止啓発に要する経費の中で、ことしは３年目で委託 675 

料が安くなったというふうになっていますが、この調査はどんなふうにまずさ 676 

れているのかというのが１点と、その中で騒音がやっぱりひどいということに 677 

なったときにどういう対処をされているのか。実は、騒音について市民相談を 678 

受けている地区もあるものですから、その辺の内容をお聞かせ願いたいと思い 679 

ます。 680 

         最後になりますが、137ページの職員費の中で坂井委員からも超過勤務手当のこ 681 

とで質疑がありましたけれども、私はまず１つは部なり、課なり、個人なりと 682 

いう、こういう単位で毎年ここは多いとか、そういう調査、点検をされている 683 

のかどうなのか。また、個人においては、どこの部署に行ってもひょっとした 684 

ら残業が多いという人もいるのではないかなというふうに思われるわけです。 685 

その人は、能力がないのか、やる気がないのか、お金が欲しいのかと、こうい 686 

うことになりますよね。この辺の調査はされているのかどうなのか、この５点 687 

についてお聞きします。 688 

         以上です。 689 

山内課長 ただいまの堀委員さんの質疑のその他諸費の部分の減額分でありますが、こち 690 

らにつきましてはスプリングフィールド市との姉妹提携20年を迎えたことから、 691 

昨年度につきましては市長及び随行分の旅費を持っておりましたけれども、そ 692 

の分がそのまま減額になったということでございます。 693 

         以上でございます。 694 

土橋主査 １点目の通信運搬費の関係なのですけれども、こちらに記載されています通信 695 

運搬費のうち大きなものにつきましては、総務課で所管しております郵便等の 696 

そういった発送に係る通信運搬費になっております。その増減の理由なのです 697 

けれども、昨年度と比べまして他会計からの他科目支出でお支払いしている分、 698 

そちらの増減が97万5,000円ほどになっておりまして、その残りのおおむね58 699 

万円につきましては例年そうなのですけれども、経費そのものが大きいもので 700 

すから、年度によりまして発送する通数が増減しますので、そういった関係で 701 

60万円弱ほど増減が出たものと分析しております。 702 

         以上です。 703 

半井室長 広報広聴費におけるその他諸費の増加分ということですけれども、まず１点目 704 

につきましては印刷製本費、その中で平成23年度に作成した市勢要覧の一部中 705 

身を見直した部分と増刷の部分でことしおおよそ60万円ほどを計上しておりま 706 
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す。それとあと、広報配布の部分につきまして10万円ほど増加しているという 707 

ことの中身になっております。 708 

         以上でございます。 709 

山川副主幹 公害の関係ですけれども、道路自動車騒音の測定評価委託の関係でございます 710 

が、これは昨年まで北海道のほうで行っておりました事業が権限移譲で参った 711 

ものでございまして、これは５年間で市内の30カ所余りの路線を５年サイクル 712 

で測定をしていくということでございます。現在は札幌の業者さんがその地区 713 

の騒音等の測定を行っているところです。また、対策ということでございます 714 

けれども、防音対策につきましては国のほうから各道路管理者のほうにそれの 715 

騒音に対する対策、必要であれば高速道路のような防音壁の設置もあり得るの 716 

かと考えております。 717 

         以上です。 718 

田中課長 超過勤務の関係でございますけれども、部、課、個人ということでそれぞれ統 719 

計としてはとってございます。個人に偏っているのではないかということです 720 

けれども、特定の人間が異動しても相変わらず超勤が多いという傾向にはござ 721 

いません。決して多いとは言えない人数の中で業務をこなしております。個々 722 

の職員は、責任を持ってやっておりますので、どうしてもその業務を達成する 723 

ためにはというところで多くなる場合もございます。課によってのばらつきと 724 

いうのは、傾向としては出ております。 725 

         以上でございます。 726 

副委員長 １つは、公害防止の音などの件ですけれども、測定ですが、今結局は一件もそ 727 

ういう防音壁だとか、そういう対処はされていないのかどうなのか、この結果 728 

に対しての質疑が１点と超過勤務に対しては、もし課なり部なりで偏っている 729 

傾向があるとしたら実際は要員計画がされていないのではないかと、人が結局 730 

少ないのにそこでやらせているのではないかと思われますけれども、それにつ 731 

いてはどうですか。 732 

山川副主幹 防音測定に対する対応ということでございますが、本年は１年目ということも 733 

ございまして、市が独自にそういう対応策を道路管理者のほうに求めた実績は 734 

ございません。 735 

田中課長 部によっては偏るというところなのですけれども、基本的には人をふやせばと 736 

いうところにはなるかとは思いますけれども、ここ数年行財政改革という中で 737 

人員を大幅に削減をしてきております。そういった部分では、個人にかかる負 738 

担というのが以前よりはふえているのは、これは間違いないことだと思います。 739 

ただし、そこでまたもとに戻るということにもなかなかまいりません。そこで、 740 

業務の見直しというのはこれまでもやっておりますけれども、これは十分とは 741 

言えないまでも引き続きやっていかなければいけないと。基本的な業務の見直 742 

しということがまず考えなければいけないことだと考えております。 743 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 744 

大  谷 それでは、質疑いたします。 745 

         57ページ、一般管理費です。56、57ページですが、まず１点目、下から４つ目、 746 

ふるさと納税の推進に要する経費が載っておりますけれども、今までの中では 747 

この納税を呼びかけ、その方々には滝川産の物品を送らせていただくというよ 748 

うな取り組みはわかっているのですけれども、こういったことについて市民が 749 

余りよくわかっていないというような話を聞いております。広報等お知らせは 750 
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出しているのだけれども、今年度の取り組みとしてもっと強い市民へのＰＲを 751 

していくべきではないかと思うのですが、今年度はどのようなことを考えてい 752 

るのかお伺いします。 753 

         それから、２点目ですが、57ページなのですけれども、その下、企業誘致推進 754 

等に要する経費、先ほどの説明で鈴木副市長がいろいろご苦労してあちこち行 755 

かれるという話を聞いておりますが、そのほかにも例えば議員の中からとか、 756 

各課の中からとか、いろいろ行くケースもあるかと思うのですが、そういった 757 

ものについては、例えば市職員については何とかの研修とかであるのかなと思 758 

うのですが、副市長以外のそういう調査だとか研究にかかわって移動する費用 759 

についてはどうなっているのか質疑いたします。 760 

         次は、63ページ、市民生活推進費のところです。63ページの一番上、男女共同 761 

参画推進事業に要する経費、ここについても共同参画推進協議会に対しては１ 762 

万5,000円と毎年同じなのですが、その他諸費として１万7,000円、このその他 763 

諸費とはどういうものなのか。 764 

         それから、去年滝川市男女共同参画計画ということで委員会をつくって、こう 765 

いう資料をつくる委員会をつくって一応大体立派なもの、まだ正式ではありま 766 

せんけれども、つくっていただきましたが、今後市としてどのようにこういっ 767 

たものを利用しながらとか、いろいろあると思うのですが、どのように推進し 768 

ていこうというお考えなのかお伺いします。 769 

         それから、その次、消費者対策に要する経費、消費者協議会には10万円の助成 770 

ですね。これも変わらないのですけれども、その他諸経費というのはどういっ 771 

たものが。例えば福祉センターに置いている消費者協会というのですか、人件 772 

費、相談の人件費あるでしょう。そっちのほうなのかなと思うのですが、まず 773 

その他諸経費の内容についてお伺いしたいというのと、それから今消費者協会 774 

が活動している高林における家賃というのか、会場費というのか、そういうも 775 

のについてはどこに含まれているのかお伺いします。 776 

         それから、63ページ、未来へつなぐ市民力推進事業補助金についてです。今年 777 

度から町内会と300万円、100万円に分かれたわけなのですけれども、今まで多 778 

くの方が申し込まれて審査を受け、それで外されるというか、だめだった人方 779 

が多かったのかどうか。決算に関連しているからあれなのですけれども、そう 780 

いうのをもとにして次のものを計画したのだと思うのですが、こういった中身 781 

について町内会なりがどのようにそれらを把握できるのか、相当審査はもちろ 782 

んあると思うのですけれども、そういったときにもっとわかりやすい説明だと 783 

か、それを持ってくる前に、ああ、自分たちもこういうのをしてみたいけれど 784 

もと思うような内容周知についてどのように進めていかれるのかお伺いします。 785 

         それから、117ページ、防災費です。防災費なのですけれども、先ほどこの報酬 786 

については民間部分の旅費というお話がされました。ここで私が申し上げたい 787 

のは、前に委員のメンバーについてお伺いしたと思うのですが、やはりそれぞ 788 

れの職種によって長なり関係者がメンバーになっているわけですから、そのと 789 

きの私の要望としてはやはり女性の視点というのも大事ではないかというお話 790 

をしておりますが、メンバーは何年で交代というか、新しくメンバーを要請す 791 

るのか、そのときの考え方として前に要望した女性に対しての考え方、女性参 792 

画とも関係あるのですけれども、そういう考えが盛り込まれて、もしかわる段 793 

階で盛り込むということがあるのかどうなのか、今までの役職でいけば余りな 794 
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い、また今までどおりのメンバーになってくるのか、その辺をお伺いします。 795 

         次に、137ページ、職員費のところですが、坂井委員、堀委員からも出ておりま 796 

すが、私は超過勤務が日常化していると。ここに予算が出ておりますが、7,700 797 

万円ですね。これでは、年度の途中でほとんどがなくなるということを聞いて 798 

おります。それで、基本的には命令により超勤をするわけですから、その途中 799 

でなくなった分について命令をかけるというのはいかがなものなのかなとも思 800 

います。それで、最高70、平均14.2時間というようなことも先ほどお伺いいた 801 

しましたけれども、実態からいくとこの超勤の予算では全然対応できないよう 802 

な状況にあるということも聞いておりますので、その辺のお考え、行財政改革 803 

で個人に負担がかかるということをわかりながら無理にお願いしているのが現 804 

状かなと。先ほどの話の中からもそのようには受け取れるのですけれども、こ 805 

の辺についてのお考えをお伺いします。 806 

委 員 長 ８点ということでよろしいでしょうか。 807 

大  谷 はい。 808 

原田主査 私のほうから、ふるさと納税につきましてお答えいたします。 809 

         ふるさと納税をもっと強く市民にＰＲをしてはどうかという質疑だったと思い 810 

ますが、これにつきましては現在広報、ホームページ等、あと図書館の施設等 811 

にチラシを設置させていただいております。ただ、ふるさと納税の定義といた 812 

しましては、基本的に市外の方にいただいた寄附金を充てているということも 813 

ありまして、市外に向けていたのは実情だったのですけれども、確かに市民の 814 

方から広く周知していただけるという観点を持ちながら今後進めていきたいと 815 

思います。25年度につきましては、日ハムの乾選手、斎藤選手にＰＲというこ 816 

とでチラシとホームページの掲載を申請し、了承を得ておりますので、４月か 817 

ら早速動きたいと思います。 818 

居林部次長 企業誘致推進等に要する経費の旅費に関する質疑がございました。調査という 819 

ようなことでのお話がございましたが、調査に限らず職員の旅費についてはそ 820 

れぞれの科目で計上されておりますけれども、企業誘致に関しては総務費のほ 821 

うで鈴木副市長に関してご本人あるいは随行、さらに公務協力者等の旅費につ 822 

いて主にここで計上させていただいております。そのほか先ほど渡辺委員さん 823 

からも質疑がございましたけれども、商工費のほうで産業振興に要する経費を 824 

持ってございまして、その中にも旅費がございますので、その他職員の部分に 825 

ついてはこちらのほうで計上させていただいているところでございます。 826 

松本主幹 男女共同参画に要する経費のうちのその他諸費の内訳でございますが、男女共 827 

同参画推進協議会に１万5,000円の補助金を出しているほか、１万7,000円につ 828 

きましては研修に行くための旅費ということでございます。 829 

         そして、今後市としてどのような推進をしていくのかということでございます 830 

が、男女共同参画に対する認知度が低いことから啓発事業を中心に今年度は行 831 

い、男女共同参画推進協議会は今７団体が加入して、あと個人が入って推進協 832 

議会がつくられているわけですが、今後の推進にかかりまして高齢者関係団体 833 

とか企業団体、農業団体、商業団体、学校関係団体等の加入促進を進めまして、 834 

より大きな協議会としまして、あと関係所管、例えば介護であったり、老人で 835 

あったり、そういう関係所管との連携を密にいたしまして今後計画を推進して 836 

いくつもりでございます。 837 

         以上でございます。 838 
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工藤所長 未来へつなぐ市民力推進事業の関係でございますけれども、審査を受けて実際 839 

に不採択になったというものにつきましては、22年度は17件のうち１件、こち 840 

らのほうは不採択ではなく団体のほうからの辞退ということがございました。 841 

あと、平成23年度につきましては15件申請のうち12件採択されまして、３件が 842 

不採択になってございます。こちらのほうの中身といたしましては、申請者、 843 

団体みずからの発表的な要素の事業、また高額の講師料を支払っての講演会、 844 

この部分でございます。また、今年度、平成24年度につきましては18件申請が 845 

ございまして17件採択され、１件不採択となってございます。こちらのほうは、 846 

入場料を徴収するコンサートということで未来へつなぐ事業にはなじまないと 847 

いうことで不採択になってございます。また、審査につきましてはまちづくり 848 

センターにて、私どもが事前に相談を受けております。また、町内会等活動促 849 

進事業、４月から創設される部分でございますけれども、こちらのほうはより 850 

利用しやすいような趣旨から審査会というのはございません。あくまで申請を 851 

していただいて行政のほうで判断させていただくということになりますので、 852 

そちらの部分が大きく市民税１％事業とは違う部分かなと思います。 853 

         以上です。 854 

佐藤副主幹 消費者対策の中身でその他諸費の内容ということでございますが、委託料とし 855 

て消費生活相談業務ということでございますが、そちらのほうが235万円、それ 856 

と旅費が１万2,000円でございまして、北海道連絡協議会への参加旅費というこ 857 

とで計上してございます。 858 

         それと、もう一点なのですが、高林デパートの家賃はどうなっているかという 859 

ことなのですが、こちらについては無料で借りております。 860 

         以上です。 861 

橋本副主幹 国民保護委員さんの任期、また女性委員さんの登用の関係の質疑でございます 862 

が、こちらは２年の任期となっておりますけれども、大谷委員さんの平成23年 863 

のときに質疑がありまして、ちょうど24年から新たな任期が始まりましたこと 864 

から、24年の春から婦人会の会長さんを新たに加えさせていただいております。 865 

         以上です。 866 

小畑副主幹 超過勤務手当の関係で、予算額が実態に照らし合わせて見た場合に十分な額が 867 

確保されているのかという質疑に対してお答えいたします。 868 

         超過勤務手当の積算につきましては、坂井委員さんの質疑にお答えしたとおり、 869 

各費目ごとに給料年額に一定の率を掛けて算出しておりますが、先ほど午前中 870 

に申し上げましたように月の70時間ですとか平均の14.2時間、そういった実績 871 

を見ながら必要な予算額について計上させていただいておりますので、これま 872 

での過去の経過を見ましてもおおむねここに計上させていただいている超過勤 873 

務手当の予算額におさまっているというのが大方の実績でございます。超過勤 874 

務命令につきましては、事前の命令により業務につくということがルール化さ 875 

れておりまして、その事前命令を徹底することと各所管には年度の初めにおお 876 

むね前年実績以下で事前命令をかけてくださいですとか目安を示しております 877 

ので、その中で執行していただいて命令をかけた分については予算の範囲の中 878 

で執行できているということであります。ただ、諸事情によりましていろいろ 879 

な業務が出てきまして必要になりましたら、ここで超過勤務手当7,700万円とし 880 

ておりますけれども、科目としましては各種手当８億4,000万円が一つのくくり 881 

になっておりまして、もし足りなくなった場合には、ほかの予算に余裕があれ 882 
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ばですけれども、ほかの手当から流用といいますか、執行するというようなこ 883 

ともとり得る形にはなっております。 884 

         以上です。 885 

大  谷 それでは、再質疑をお願いいたしますが、ふるさと納税のところなのですが、 886 

この広報等でというのはまずしないと。それから、市外の方にも広報はお送り 887 

するのだと思うのですが、そのほかに日ハムの応援の中でやってもらうという 888 

お話だったのですが、ふるさと納税は市外の方が多くやってくれるかと思うの 889 

ですが、去年してくれた方にはそういった物品のお礼と、また同じような形で 890 

してくれた方に対してのことしのお願いとか取り組みとかをお知らせすると、 891 

また、それ以外の方にはどういった周知、お願いの方法をやっていこうとして 892 

いるのか、あればお聞かせいただきたいと思います。 893 

         それから、企業誘致につきましては、ここに載っている以外にも産業商工振興 894 

のほうからだとかいろいろあるということが、一緒に行った職員の方とかはわ 895 

かりましたけれども、例えば議員の中で本当に一生懸命やっていただいている 896 

方たちもいるわけなのですが、そういった部分については全然考える余地がな 897 

いものかどうかもお伺いいたします。 898 

         それと、男女参画についてなのですが、その他諸費わかったのですけれども、 899 

関係所管との連絡を密にしてとかとあるのですけれども、これは定期的な取り 900 

組みとしてやっていこうとするのか、それとも何かが持ち上がったときにその 901 

課とやっていくのか、よっぽど全体的なものにするには結構な難しさがあると 902 

思うのですが、その辺についてのお考えをお聞かせいただきたいと思います。 903 

         それから、未来へつなぐ市民力推進事業についてなのですが、申請に来たらど 904 

ういうふうにしたらいいとか、いろいろご相談に乗っていただけるということ 905 

なのですが、そこに行く段階で、ああ、そういうものがあるのだったら、こう 906 

いうのをやってみたいけれどもと思うような、思わせるような取り組み、進め 907 

方というのを一考必要だと思うのですが、お考えを聞きたいと思います。 908 

         それから、防災のメンバーに婦人会から入ったということは一歩前進、大変よ 909 

かったなと思うのですが、やはりもっとメンバーを複数で入れていくような取 910 

り組みも今後考えられているのかどうかということ。 911 

         それから、超勤のところでは前年度の実績をもとに今年度の予算を計画される 912 

ということですが、それでは年度途中でほとんど予算がなくなるので、ほとん 913 

どの残業についてはサービス残業だというような考え方ではないという押さえ 914 

でいいのかどうか。 915 

         以上、質疑です。 916 

委 員 長 確認しますけれども、６点ですね。 917 

大  谷 はい。 918 

原田主査 ふるさと納税につきましてご答弁いたします。 919 

         現在といいますか、25年度につきましても市外の東京滝川会ですとか、さっぽ 920 

ろ滝川会の会員の皆様へ広く周知させていただくとともに、あと松尾さん等の 921 

ほうのお店にもチラシを設置させていただいております。また、市長や副市長 922 

にも道外に行く際には必ずチラシを持っていっていただくようにお願いしてい 923 

るところです。これまでご寄附をいただいた方につきましては、寄附をいただ 924 

いてその後継続がなかった方につきましても年に１度お願いの文書を出してい 925 

るところでございます。また、ご寄附をいただいた方には年に２回、ふるさと 926 
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納税のニュースレターということでその時折の滝川市のニュースを入れたもの 927 

を、Ａ３判を２つに折ったものを年に２回送らせていただいております。 928 

         以上でございます。 929 

居林部次長 企業誘致に関する旅費に関しまして、議員さんで一生懸命活動をされていらっ 930 

しゃる方もいらっしゃるのでというようなお話でございました。私ども議員さ 931 

ん、皆さんそうですけれども、企業誘致に非常に関心を持っていただいていろ 932 

んな応援をしていただいていることは十分承知をしてございまして、本当にあ 933 

りがたく感じているところでございます。そうした中で、こういった一般管理 934 

費の中に議員さんの旅費を持つことが果たしてどうなのか、私もわかりません 935 

けれども、今まで活動をしていただいた中で実は商工費のほうに産業振興に要 936 

する経費でございますけれども、産業活性化協議会のほうに負担金として支出 937 

をしている中で、これは協議会ですから他団体と組織しているところでござい 938 

ますけれども、そういったところから議員さんの旅費について支出をした経過 939 

はございます。ただ、議員さんもいろいろな活動の中で、例えば出張した折に 940 

その用務だけでというのはなかなか難しいというのが実際にございます。です 941 

から、私どもとしてももしそういった場合については、こういった目的でこう 942 

いったところにどういったアポをとって、どういったことを成果として上げて 943 

くるということをきちっとお示しを実はしていただいてございます。そういっ 944 

た中で制度の運用を図ってまいりたいと考えてございます。 945 

         以上です。 946 

松本主幹 男女共同参画計画につきまして、策定の段階で市役所、行政の６課にご協力を 947 

いただきまして策定検討会議を開催して計画書をつくりました。今後におきま 948 

しては、男女の関係ですので、全庁を挙げてご協力いただいて進めていく方向 949 

で考えております。なお、10年間の計画をつくっていることで今後何年間か経 950 

過した後、今度は検証会議のような会議を持って、そういう組織をつくって検 951 

証を進めて見直しを図る必要もあるかと思いますので、全庁を挙げての推進と 952 

いうことで考えております。 953 

         以上でございます。 954 

工藤所長 市民力推進事業と今度新しく４月から創設されます町内会等活動促進事業補助 955 

金の事前の取り組みというか、周知の部分でございますけれども、当然広報た 956 

きかわ、それとホームページ等にも掲載しまして周知するほか、まちづくり通 957 

信、こちらのほうは広報と一緒に回覧で各それぞれ町内会長を初め市内皆様の 958 

ほうに目を通していただくものでございますけれども、こちらのほうに詳しく 959 

掲載した中で広く周知してまいりたいと考えております。 960 

         以上です。 961 

松澤室長 防災会議、それと国民保護協議会の委員さんの女性の複数登用ということでご 962 

ざいますけれども、現状委員さんにつきましては国の関係者、それと市の消防、 963 

市といいますか、一部事務組合になりますけれども、消防関係者、それと法律 964 

で定められております指定地方公共団体ですとか公共団体、そういうところの 965 

ある程度の代表者の方が委員になっていただいているものですから、その方が 966 

女性であれば複数登用も可能なのですが、それで今婦人会からお一人というの 967 

は別な項目の中から、その他公共的団体等のうちからということで選ばせてい 968 

ただいておりますので、委員さんのおっしゃることは十分こちらもわかるので 969 

すけれども、現状では厳しいところにあるということでご理解いただきたいと 970 



- ２３ - 

 

思います。 971 

         以上です。 972 

小畑副主幹 超過勤務手当の関係で再質疑をいただきまして、実績も踏まえながら、実績か 973 

ら離れない形で予算計上させていただいておりますので、事前命令という形で 974 

業務命令があって業務についてというものについてはサービス残業というもの 975 

は発生していないと考えております。 976 

         以上です。 977 

大  谷 一応やっていただいている取り組み等についてはわかりましたけれども、それ 978 

ぞれの段階でもう一歩踏み込みたいなという部分もありますので、まずきょう 979 

の委員会の中では一応質疑はおさめます。また新たに別な機会で。ありがとう 980 

ございました。 981 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 982 

窪 之 内 それでは、２款１項１目、57ページの説明欄の自治体職員協力交流事業に要す 983 

る経費と自治体国際協力促進事業に要する経費あわせてですが、これはモンゴ 984 

ルからの研修員受け入れとモンゴルでの稲作栽培支援ということなのですが、 985 

研修員受け入れ事業については自治体国際化協会ですか、ＬＧＯＴＰからの助 986 

成がありますが、この助成というか支援についてはいつまで、何年度まで助成 987 

が続くということになっているのか、まず１点。 988 

         それと、この事業については荒木議員の代表質問で市長は引き続き支援すると 989 

いうふうに答弁されていましたけれども、助成がなくなってもこの支援という 990 

のは続けていくと考えられているのかどうかということと、モンゴルに行って 991 

の稲作支援については助成はあるのかどうか。概要のところにはそういった表 992 

記がなかったので、あるのかどうかということと、市長も答弁で言っていたよ 993 

うに白鵬の思いの実現ということなのですが、これはわかるのですけれども、 994 

観光大使を終わった後も白鵬の思いを実現するために助成が仮になくても稲作 995 

支援について、大規模に普及するとは見込めないものについて、年間300万円ぐ 996 

らいの予算をかけてやるということについての滝川にとってのメリットは何な 997 

のかなということについてお伺いしたいと思います。 998 

         次、同じ２款１項１目の企業誘致なのですが、何人の方も質疑されました。す 999 

ごく期待しているのですよね。もう成果が上がったということでの期待なので 1000 

す。だから、鈴木副市長なんかが自由にもっとどんどん動くという予算が組ま 1001 

れるのかなと思っていたら去年より減ったと。商工費のほうにのってはいるけ 1002 

れども、それは副市長だけが使うのではないということも先ほど答弁されたの 1003 

で、もっと自由に動ける予算を確保すべきだったのではと思うのですが、それ 1004 

は商工費との関係で十分だという捉え方なのかどうかお伺いしたいと思います。 1005 

         次ですが、59ページの２款１項３目企画費のウエルカムプロジェクトについて 1006 

ですが、先ほどの質疑で経過が示されました。それで、長期滞在がふえている 1007 

ということは非常にいいことだなと思うのですが、定住促進ということであれ 1008 

ば、この長期滞在をしてくれた去年、おととし、さきおととしの人たちがどう 1009 

滝川に定住していくかという定住策に持っていくという方向が先ほどの答弁で 1010 

は示されなかったので、その定住に持っていく方向、計画等について新年度で 1011 

どのようなことを計画しているのかお伺いしたいと思います。 1012 

         次ですが、同じ企画費のそらぷちキッズキャンプの補助について先ほど説明さ 1013 

れました。キャンプを開催するための補助だということで、これはこれからも 1014 
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キャンプ開催については市が補助するという立場をとっていくのか。この事業 1015 

が始まったときは、民間団体が寄附で進めていく事業ということが前提にあっ 1016 

たはずで、滝川市としてはいろいろな人的な支援もしてきたし、土地の無償提 1017 

供もしてきたのですけれども、こういったキッズキャンプというのはこれから 1018 

常設になると、キャンプがずっと常設キャンプということになれば、それらの 1019 

費用も含めて市が出すという、キャンプについては市が出すというような、そ 1020 

ういうような取り決め、キッズキャンプとの取り決めの中でこういう補助金が 1021 

決められてきているのかどうかと今後の方向性についてお伺いしたいと思いま 1022 

す。 1023 

         次ですが、同じ59ページで４目になりますが、庁舎の維持管理です。さらなる 1024 

庁舎の有効活用について検討する計画がないのかどうか。議会改革特別委員会 1025 

では、先日開かれた中で新政会さんのほうからも議員ＯＢ室の廃止と図書室の 1026 

図書の移転を受けて図書室そのものをなくしていこうと、その上で市に返還を 1027 

して使ってもらおうというようなことも今、議会のほうでは話されているわけ 1028 

です。それで、総合福祉センターの休館を迎えて、そこに入っている人たちの 1029 

移転先とかということも考え合わせると、さらなる庁舎の有効活用について検 1030 

討すべきとは思っているのですが、その辺の計画についてお伺いしたいと思い 1031 

ます。 1032 

         あと、実は各階に設置されている障がい者対応トイレのうちの９階は直してい 1033 

ただいたのですが、トイレットペーパーが設置されている位置が障がい者にと 1034 

って全く使用しづらい位置のところに設置されているわけです。議会のところ 1035 

は、ずらして直していただいたのですけれども、この辺の改築についての計画 1036 

はあるのか。改築というか、ちょっと直すだけでいいと思うのですけれども、 1037 

計画はあるのかどうかお伺いいたします。 1038 

         次、同じ財産管理費の中の公有財産購入費です。土地開発公社の買い戻し、土 1039 

地の買い戻しなのですが、今回の土地の買い戻しの場所とその現況、活用を既 1040 

にしている場合もあるので、活用していなければその土地の活用計画について 1041 

お伺いします。 1042 

         次、２款１項７目の説明欄、コミュニティ施設の運営管理に要する経費の管理 1043 

代行負担金なのですが、先ほどの説明で管理人の人件費の見直しをしたのかな 1044 

と受けとめたのですけれども、管理代行負担金の変更、見直して負担金額を変 1045 

更したところがあればお伺いします。 1046 

         それと、関連議案との関係もあるのですけれども、コミュニティ施設の管理に 1047 

ついて、予算や決算の委員会の中でもう今の運営委員会ではお年寄りがふえて 1048 

管理ができないというような、そういった声も委員の中から聞かれてはいたの 1049 

ですが、今回管理をまた運営委員会に任せるという点で相手側との協議は調っ 1050 

ていると、通れば受けますよということで、大丈夫ですよという了解を得て提 1051 

案をされているのかどうか。また、そういう話し合いをされた際にこうしたこ 1052 

とを改善してほしいという点での要望等があったのであればお伺いしたいと思 1053 

います。 1054 

         次です。同じここの63ページの市民生活推進費の中の街路灯設置費補助金につ 1055 

いてです。これは代表質問の中で、これらのお金はＬＥＤ灯348灯、ポール撤去 1056 

64本という答弁があったのですけれども、この348灯をＬＥＤ化した後の全体に 1057 

占めるＬＥＤ化率がどこまでいくのかお伺いしたい。市長は、将来的には全て 1058 
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ＬＥＤに切りかえたいという答弁もあったわけですけれども、実はＬＥＤ灯へ 1059 

の切りかえ助成がないことから、私の町内も数年前にナトリウム灯に変えたの 1060 

です。このナトリウム灯に変えたのをまたお金をかけてＬＥＤ化するというの 1061 

は、財政的にも困難かなと思うのですが、ナトリウム灯に変えたことでもかな 1062 

り電気料は減ったわけですけれども、将来的にはこうして切りかえを進めてき 1063 

たわけですよね。ナトリウム灯への切りかえを進めてきたことをＬＥＤ化する 1064 

というような何かの対策を講じる計画はあるのかどうかということと、独自ポ 1065 

ールの水銀灯がまだ残っている町内があるのではということで、ここはもう本 1066 

当に急がなければならないところだと思うのですが、独自ポールの水銀灯の残 1067 

数と切りかえ予定についてお伺いします。 1068 

         ここでの質疑ではないほうがいいのかもしれないのですけれども、町内が管理 1069 

しているのではなくて市が管理している防犯灯があると思うのですけれども、 1070 

この防犯灯のＬＥＤ化の現状とＬＥＤ化100パーセント計画についてお伺いし 1071 

ます。 1072 

         同じページの下の説明欄から数えて５行目、未来へつなぐ市民力と町内会等の 1073 

活動推進費ですが、これ両方合わせて去年より100万円少ない予算なのです。２ 1074 

つに分けて町内会にも率先してやってもらおうというときに予算を減額したと 1075 

いう理由が私にはわからないので、その減額の理由についてお伺いしたい。 1076 

         それと、町内会の場合は審査がないということでしたので、それで町内会等と 1077 

あるのです。等ということがついているのには、町内会、連合町内会の関係な 1078 

い等という部分を想定しているのだと思うのですが、どういった場合が等とい 1079 

う部分に当たるのかなと。老人クラブや何かは違うと、市民力のほうだと答弁 1080 

されていたので、例えば町内会の何人かが、個人がこういう催しをやりたいと 1081 

いって企画をして持ち込んでもその等ということの中身に当てはまるのかなと 1082 

思うのですが、そういう場合であってもこういう申請に合致するのかどうかも 1083 

伺いたいと思います。 1084 

         次、消防費にいきます。９款１項２目防災費の防災作業車の購入に関してです 1085 

が、災害現場へ発動機などを運ぶ４トンユニック車を防災作業所に配置すると 1086 

いうことになっていますが、これは滝川市独自の車ということで消防組合は関 1087 

係ないということだと思うのですけれども、４トンユニックという特殊だとは 1088 

思うのですが、災害がないときの活用ということがあり得るのかどうか。あの 1089 

ユニックの部分を外してトラックとして何か活用するとかということもあり得 1090 

るのかもしれないので、頻繁に災害があるわけではないので、日常的な活用計 1091 

画についてお伺いしたいと思います。 1092 

         次、135ページ、公債費についてです。地方債の償還金、元金なのですけれども、 1093 

元金償還のうち交付税算入額についてわかればお伺いしたいということと、も 1094 

う既に低利への借換えが見込めるような起債の借換えというのは今はないと捉 1095 

えたらいいのか、まだそういった切りかえの可能性がある起債が残されている 1096 

と把握できるのかどうかお伺いしたいと思います。 1097 

（何事か言う声あり） 1098 

窪 之 内 ああ、そうしたら、歳入だということでそれはやめます。 1099 

         次、諸支出金ですが、137ページ、ここでだめであれば答弁はいただかなくてい 1100 

いのですけれども、土地開発公社の貸付金です。今年度も3,300万円の貸付金額 1101 

を減らすわけですけれども、土地開発公社は解散することになっているのです 1102 
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が、解散の終了時期というのをいつと考えられて進められているのかお伺いし 1103 

たいというのが１点と、三セク推進債による負担の平準化を図ると解散後書い 1104 

てあるのですけれども、一般の起債と比べて有利だということなのだと思うの 1105 

ですが、平準化ということになれば償還金額や償還期間というのが長くなるの 1106 

だと思うのですが、その内容についてお伺いしたいと思います。 1107 

         同じ137ページの職員費です。職員費の嘱託職員のことですが、嘱託職員のうち 1108 

元市職員の数、これらの元市職員の採用に当たっては公募採用を行ったのか、 1109 

試験を行ったのかについてお聞きしたい。それと、今再任用制度があるわけで 1110 

すから、元市職員であれば再任用に沿った雇用継続ということも…… 1111 

（何事か言う声あり） 1112 

窪 之 内 再任用制度ありますよね。それに沿った雇用というのは今までなかったのです。 1113 

それは、職員が希望しなかったということもあるのかもしれないのですけれど 1114 

も、そういった制度がありながら、そこを活用しないで嘱託という形で雇うと 1115 

いうことの理由をお伺いしたい。 1116 

         それと、ワークショップ、新卒未就職者２名を臨時職員として採用するとなっ 1117 

ていますので、卒業学校名やそれらの人の待遇、多分普通の臨時の時給という 1118 

ことではないと思うのですが、有休とかの有無とか賃金形態についてお伺いし 1119 

たい。 1120 

         障がい者を新たに３名雇用して12名になるということで、障がい者雇用では本 1121 

当に進んでいる自治体の一つだと思っているのですが、新しく雇用する方の雇 1122 

用形態、待遇や障がい区分についてお伺いするのと障がい者が民間企業などで 1123 

の採用に結びつく就労能力の向上を図るとされているのですが、この計画はど 1124 

ういったことを考えられているのかお伺いいたします。 1125 

         以上です。 1126 

委 員 長 暫時休憩をお願いいたします。 1127 

休  憩 １４：００ 1128 

再  開 １４：０１ 1129 

委 員 長 会議を再開いたします。 1130 

         窪之内委員の庁舎管理に係る質疑の中で議会図書室の廃止、ＯＢ室の明け渡し 1131 

が決定のような発言がありましたが、まだ検討の範囲ですので、委員長におい 1132 

てその部分の発言の削除をさせていただきます。 1133 

窪 之 内 私、そういう議論がされたというだけで決定したとは言っていないので、もし 1134 

決定したかのようにとられたら議論を開始しただけであって、そういうことが 1135 

決定すれば返すということも含めて議論をして、各会派で議論をするというこ 1136 

とになっているということで誤解があれば、決定したかのようにとられたので 1137 

あれば発言を訂正させていただきます。 1138 

委 員 長 発言の訂正を求めます。 1139 

窪 之 内 庁舎管理のことで、議会改革特別委員会で議員ＯＢ室と図書館のことについて 1140 

議論をしているということを決定したかのようにとれるような発言があったと 1141 

すれば、その点は議論をしている段階ですので、そのように訂正したいと思い 1142 

ます。よろしくお願いいたします。 1143 

委 員 長 委員の皆さん、今の訂正発言はよろしいでしょうか。 1144 

（異議なしの声あり） 1145 

委 員 長 これから10分間休憩をとりますので、２時15分に再開いたします。 1146 
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休  憩 １４：０４ 1147 

再  開 １４：１５ 1148 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1149 

         答弁を求めます。 1150 

山内課長 窪之内委員さんのただいまの質疑でございますけれども、57ページの自治体職 1151 

員協力交流事業に要する経費並びに自治体国際協力促進事業に要する経費につ 1152 

きましてですが、この両方とも自治体国際化協会、通称クレアのほうのお金を 1153 

いただいて実施しているものでございますので、この事業費にかかわりまして 1154 

は当市の負担はございません。 1155 

         続きまして、この助成がなくなってもこの事業につきまして実施するのかとい 1156 

うことでございますけれども、先ほどの窪之内委員さんの質疑の中でもござい 1157 

ましたように先日の代表質問の中で荒木議員さんのご質問のほうで、このモン 1158 

ゴル国への農業技術支援につきましては白鵬関の強い願いを受けて、母国モン 1159 

ゴル国で米づくりをしたいというこの願いを受けて始めたところでございます。 1160 

皆様既にご存じのとおり、白鵬関につきましては平成22年度から当市の観光大 1161 

使を引き受けていただいてございましたが、一人横綱な中、厳しい状況の中、 1162 

当市に来ていただいたものですから、こういった願いをぜひ何らかの形でお手 1163 

伝いできないかということで始めたのですけれども、ただ一方で私どものまち 1164 

の財政状況を考えますと、この助成がなくなってできるのかというところにな 1165 

りますと、やはり正直申し上げまして白鵬関の心は大変心にしみるところでは 1166 

ありますが、助成がなくなっても実施するというのは非常に厳しい状況でござ 1167 

います。そういうことで、助成がなくなったという段階ではなかなか難しいと 1168 

ころであります。ただ、現在のところクレアにつきましては、いつまでという 1169 

年限等はございませんので、引き続き25年度につきましては実施するというこ 1170 

とになってございます。 1171 

         以上でございます。 1172 

居林部次長 企業誘致に関しまして、期待と応援の質疑をいただきました。鈴木副市長に関 1173 

する経費につきまして、昨年からことしにかけて80万円ぐらいトータルでは減 1174 

額をしてございます。これにつきましては、まず昨年の段階では公募の副市長、 1175 

企業誘致を目的に公募の副市長の予算を計上するということで初めてのケース 1176 

でしたので、幾分私どももわからない中での実績のない中での計上でございま 1177 

した。そういった中で、例えばタブレット型端末機などの購入、備品購入費で 1178 

させていただいておりますので、そういったものがことしについては不用とい 1179 

うことで減額をしてございますし、その他経費についても不用額が出そうな分 1180 

については精査をさせていただいたところでございます。そうした中で活動費 1181 

としては、旅費についてはことしより少し多い額を計上させていただいたとこ 1182 

ろでございます。十分なのかということでございますので、後ほどご本人のお 1183 

話もあるかなと思いますので、私どもとしては各課相当シーリングを財政課に 1184 

かけられまして、厳しい中で私どもの予算についてはつけていただいたと理解 1185 

をしてございますので、ご理解を賜りたいと思います。 1186 

         以上です。 1187 

鈴木副市長 大変ご期待をいただいている示唆をいただけたと思います。昨日の渡辺議員の 1188 

ご質問の中にもありましたけれども、確かに企業誘致は今は大変市町村間の競 1189 

争になっておりまして、まさに情報が勝負と。敵を知り、おのれを知れば百戦 1190 
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危うからずという言葉がありますけれども、やはり動き回って生きた情報を集 1191 

めるということがまさに出発点になっておりますので、そういう意味では私の 1192 

参りました初年度に大変十分な準備をしていただけて、心置きなくいろんなと 1193 

ころを動き回れたというのが何とかみんなで、チームでメガソーラーを持って 1194 

これたということに結びついたのではないかと思って大変感謝いたしておりま 1195 

す。 1196 

         タブレットの話も実は私の公募が決まった後、山崎部長から幾つか用意しなけ 1197 

ればいけませんねというお話があったのですが、結構ですと申し上げた記憶が 1198 

あります。といいますのは、今の企業誘致の営業活動というのはパンフレット 1199 

を持ち歩いたり、あるいは端末機にプレゼンテーションを入れて持っていって 1200 

開いて見せるというような、いわゆるでき上がったものを持ち歩くような営業 1201 

ではなくて、やはり１対１の話し合いの中で相手のニーズとこちらの出せるも 1202 

のをすり合わせていくという作業なものですので、そういうことがありますの 1203 

で、ちょっと保険のセールスマンが持つようなタブレットは必要ありませんと 1204 

答えた記憶がございます。 1205 

         まずは、そういう意味では一番私たちにとって大事なのは出張費でございます 1206 

ので、まさに多々ますます弁ずではございますけれども、チームの要員も限ら 1207 

れておりまして、私も体一つですので、ことし計算しましたら秘書室関連のを 1208 

除きまして12回道外に出ておりまして、当然電話すればちょっと行けるという 1209 

話ではありませんので、かなり前にお互いに情報をやりとりして、それで仕込 1210 

んでこれという人間に当たりをつけてアポイントをとって出かけていくという 1211 

前作業もありまして、１回行くとやっぱり５日ぐらいはかかりますので、そう 1212 

いう意味ではあとふやせても二、三回ぐらいかなということもございますので、 1213 

まずはことし十分動かせていただいた額の基準を若干ふやしていただいたとい 1214 

うことで出張費をいただきましたので、この範囲で精いっぱい動きまして、そ 1215 

れでまさに胸を張って足りなくなったと言えるようにさせていただきたいと思 1216 

います。ありがとうございます。 1217 

稲井副主幹 ウエルカムプロジェクトにつきまして、定住促進への持っていき方ということ 1218 

でございます。まず、定住促進のきっかけとなります長期滞在ということで先 1219 

ほどお話し申し上げましたけれども、１カ月から２カ月のシーズンステイとい 1220 

うのは確実にまず需要が高まっているということと、滝川市を選んでもらえる 1221 

場合が可能性としても高まってきているということがありますので、まずこれ 1222 

に対して力点を置いているところであります。ある程度の経済効果というもの 1223 

がありますので、これは重要なことだとまずは思っております。 1224 

         その中で、定住促進につながっていく場合もあるのですが、これまでの数年の 1225 

実績を捉えますと、例えば平成21年であれば滝川市の自然が大好き、または花 1226 

が好きというようなことを踏まえて中古住宅にお住まいになられた方、それか 1227 

らその翌年であれば滝川でゴルフを満喫したいという方、そういった方の実績 1228 

が最近ございますし、またそれ以外にも地縁があっての移住ということもござ 1229 

います。その中で、いずれにしても何度か来てもらった上でそういうきっかけ 1230 

につながっているものと思っているのですけれども、大きな要素としては不動 1231 

産、これに対する対応というのは重要だと思いますし、不動産のネットワーク 1232 

を形成していますので、お客様の需要を聞いてそれに対応するような不動産情 1233 

報を随時流しているということはまずやっております。また、例えばですけれ 1234 
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ども、今江部乙地域で空き家調査なども行われたと聞いていますので、そうい 1235 

った情報がまとまるようでしたら、今後そういった情報提供にも努めていきた 1236 

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。不動産以外には、例え 1237 

ば生活環境のＰＲですとか、あとお客様とのコミュニケーションを大切にして 1238 

気に入っていただくですとか、そういったことに私ども職員は努めております 1239 

し、移住相談会でもそういうことを一生懸命やっているということでございま 1240 

すので、また今後ともよろしくお願いしたいと思います。 1241 

         以上です。 1242 

壽崎主査 そらぷちキッズキャンプへの今後の継続的な支援といいますか、補助金の出し 1243 

方ということでございますけれども、まず最初に冒頭、今回の200万円のお金の 1244 

出どころというのは、実は滝川市民を初めといたしまして全国の方々から寄せ 1245 

られたふるさと納税ですとか、そういったご支援の寄附金をお預かりしている 1246 

ものが根拠になっております。それらが今年度、平成24年度で申し上げますと 1247 

寄附につきましては23件、約350万円お預かりをしております。今後こういった 1248 

お金をどういうふうに活用していくかという部分でございますけれども、既に 1249 

ご承知のように公益財団そらぷちキッズキャンプにおきましては医療棟を初め 1250 

としまして集会場ですとか宿泊棟、そのキャンプに必要になるいわゆる主要な 1251 

施設というものはある一定の施設が建ってございます。加えまして、その運営 1252 

に必要となる組織体制の構築、そういったものも人員を含めて確立されたとい 1253 

うような状況でありますので、今後滝川市として必要な支援につきましては経 1254 

済的な支援も一部あろうかとは思いますけれども、全体的な滝川市としての支 1255 

援のあり方というものを検討していきたいと考えてございますので、ご理解を 1256 

よろしくお願いしたいと思います。 1257 

         以上です。 1258 

田中課長 庁舎の有効活用ということでございます。この庁舎は平成８年ですか、供用開 1259 

始になりましたけれども、そのときの建設当時から見ますと職員が大分減って 1260 

きたということで余剰スペースができてきました。ご承知のとおり、図書館を 1261 

市庁舎のほうに入居をさせまして、非常に利用率が上がっているということで、 1262 

非常に効果があったと思っております。そんなことから一部執務室を再配置を 1263 

しまして、会議室も一部潰しながらということで、今現在執務室には余り余剰 1264 

スペースはないというような現状でございます。また、先ほど委員さんのほう 1265 

からありました有効活用の視点で議員ＯＢ室のあり方についてご議論をされて 1266 

いるということは非常にありがたいことだなと思っております。今公共施設の 1267 

再配置、これから議論が本格的に始まろうとしておりますけれども、全体の見 1268 

直しの中でそういった庁舎についても活用できるスペースがあれば行政関係機 1269 

関ということになりますけれども、積極的に活用はしていきたいという考えは 1270 

持っております。 1271 

         以上です。 1272 

和田副主幹 障がい者用トイレのトイレットペーパーの位置が使いづらいというご意見をい 1273 

ただきましたので、現状を確認させていただきまして対応を検討させていただ 1274 

きたいと思います。 1275 

景由副主幹 まず、公有財産購入費ということで、新年度の予算で土地開発公社から買い戻 1276 

しを行う土地の内訳ですけれども、平成24年度購入いたしました泉町の自衛隊 1277 

宿舎を予定していた用地、24年度で45パーセントの持ち分を市が取得しており 1278 
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ますけれども、残り55パーセントについてを25年度取得するというものが１つ、 1279 

それと駅裏、駅西用地、有明町の駅西用地についてを平成25年度取得するとい 1280 

うのと東滝川の東栄団地と国道38号線の間、そば屋さんのあたりなのですけれ 1281 

ども、あそこの坂になっていくところ、この団地と道路の脇、傾斜があるとこ 1282 

ろなのですけれども、そこが道路を拡幅をする予定の用地ということで公社に 1283 

依頼をして先行取得をしているのですが、そちらの土地、この３区画を25年度 1284 

で取得する予定ということでございます。あと、活用策ですけれども、現時点 1285 

では具体的な活用策というのはないのですが、市取得後においても関連所管と 1286 

連携をした上で継続して活用策、賃貸、売却も含めた上で検討していくという 1287 

ことになろうかと思います。 1288 

         あと、順番が飛ぶのですが、関連いたしますので、貸付金関連の質疑について 1289 

も答弁をさせていただきますけれども、まず公社の解散、終了の時期をいつと 1290 

考えているかということですけれども、ホームページ等でお知らせさせていた 1291 

だいておりますスケジュールでいきますと、12月いっぱいまでには清算結了と 1292 

いう予定で進む予定でおりますけれども、道知事への解散申請認可のスピード 1293 

にもよるのですが、もし可能であれば、議会での議決をいただくという関係も 1294 

ございますけれども、９月議会、９月いっぱいまでには清算結了をするスケジ 1295 

ュールで進むつもりで、最悪12月ということで進めてまいりたいと考えており 1296 

ます。 1297 

         それと、三セク債の有利性ということでございますけれども、土地開発公社の 1298 

解散に当たりまして先行取得した土地、２年以内であれば通常の起債で取得す 1299 

ることはできるのですが、２年以上前に取得した土地については起債は当たら 1300 

ないということにされています。三セク債の対象経費は、市が直接今貸し付け 1301 

ている短期貸付金、これが公社として返せない額について債権免除をすると。 1302 

その債権免除をした額、市が歳入欠陥を起こすわけですけれども、その歳入欠 1303 

陥分を補填する起債を貸してあげますという制度でございまして、通常赤字補 1304 

填の起債というのは認められておりません。特例として平成25年度までは三セ 1305 

ク債という制度を使っての解散を進めてくださいということで、通常の起債と 1306 

比較するまでもなく、この三セク債を活用しなければ平準化しての解散は実施 1307 

できないということになってございます。三セク債の交付税措置等なのですが、 1308 

支払利息分について２分の１、特交措置されるというふうにされております。 1309 

償還期間については、原則10年以内とされておりまして、多額の三セク債を予 1310 

定している自治体では15年、20年というのを協議の上、実施しているところも 1311 

あるのですが、滝川市は今のところ協議の中では10年間でいけるだろうという 1312 

ことでの判断をいただいていますので、10年間で償還をする予定ということで 1313 

考えてございます。 1314 

         以上です。 1315 

松本主幹 コミュニティ施設の管理代行負担金の変更内容でございますが、人件費につき 1316 

ましては毎年10月ごろに最低賃金が上がることから、その最低賃金を見越して、 1317 

それの上積み分を予算化しているところでございます。あと、燃料費につきま 1318 

しては、今までは維持管理費の中に燃料費ということで金額で３年間の平均を 1319 

とっておりましたが、最近燃料高騰が多いものですから、燃料費につきまして 1320 

は量、金額ではなくて量で３年間の平均をとって今回は予算化してございます。 1321 

         それと、管理代行負担金の額につきまして了解いただいているのかと、お話し 1322 
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合いしているのかということでございますが、これにつきましては運営委員会 1323 

の代表者の方に管理代行負担金の額をお示しいたしまして了解をいただいてい 1324 

るところでございます。 1325 

         それと、要望がその中でないのかということですが、修繕等の要望が上がって 1326 

きているところもございます。そこにつきましては、急を要するものにつきま 1327 

しては予算化しておりますし、その他につきましては予算の範囲内で修繕等に 1328 

対応する予定でございます。 1329 

         以上でございます。 1330 

佐藤副主幹 街路灯設置に関して、来年度設置予定のＬＥＤ灯の全体の占める割合というこ 1331 

とでございましたが、滝川市内は今街路灯につきまして約6,000灯ございます。 1332 

そのうち約10年ほど前から水銀灯のワット数を少なくするですとか、水銀灯か 1333 

らナトリウム灯ということで電気料節減のために実施してございまして、もう 1334 

既に済んでいる部分が約４割の2,500灯ほどございます。それで、まだ切りかえ 1335 

の済んでいないものについては約3,500灯ございまして、今回25年度で予定して 1336 

いるのはそのうちの10分の１程度ということでございます。 1337 

         それと、もう一つ、今まで町内会でナトリウム灯を進めてきたのですけれども、 1338 

今後どうなるのかということでございますが、街路灯の切りかえに関しまして 1339 

は市の補助もございますが、当然町内会の持ち出しもございますし、実際にま 1340 

だ使えるナトリウム灯については使っていただいて、それが故障したりとか使 1341 

えなくなった時点で電気料のより節減ができるＬＥＤのほうに切りかえていた 1342 

だきたいと考えているところでございます。 1343 

         それとあと、独自のポールの水銀灯の本数についてどのぐらいあるのかという 1344 

ことでございましたが、街路灯の数は把握しておりますけれども、申しわけご 1345 

ざいませんが、ポールの数までについては把握してございません。 1346 

         それと、市で所有している防犯灯についてはどうなのかということで、荒木議 1347 

員のほうの議会の答弁で全市的にという話でございましたが、一応くらし支援 1348 

課で担当している防犯灯ということにつきましてはシンボル灯が今２灯ござい 1349 

まして、そちらにつきましてはかなり経過年数もたっていることから25年度で 1350 

２灯については撤去したいと考えてございます。ただ、防犯灯ということでは 1351 

ないのですけれども、土木で管理しているハイウエー灯というのがございます 1352 

が、こちらのほうにつきましては土木の所管のほうで把握してございますので、 1353 

こちらのほうでは把握してございません。 1354 

         以上です。 1355 

工藤所長 未来へつなぐ市民力推進事業と町内会等活動促進事業、合わせて昨年よりかは 1356 

100万円ほど少ないがとの質疑でございます。こちらにつきましては、今年度当 1357 

初500万円で予算計上しておりましたけれども、実績といたしまして432万2,000 1358 

円補助しております。そのうち12件、233万6,000円、この分が補助期間３年を 1359 

経過したことなどから、今後の実績等を見込み100万円を減額したところでござ 1360 

います。 1361 

         また、町内会等のこの等の部分でございますけれども、当然町内会、連合町内 1362 

会、また公営住宅等の自治会という形で組織しているところもございます。そ 1363 

ういったことから、そういったものも含めまして一応等という表現にさせてい 1364 

ただいております。 1365 

         また、個人、少人数での催しの場合はいかがかということでございますけれど 1366 
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も、この補助金の本来の目的が地域の触れ合い、交流、そういったものを目的 1367 

に設立しているところでございますので、補助対象とはしないと考えておりま 1368 

す。 1369 

         以上です。 1370 

深瀬課長 防災費の備品購入費、４トントラックの購入についてお尋ねがございました。 1371 

委員さんおっしゃるように、災害時にはそのトラックに発電機、水中ポンプ等 1372 

を積みまして現場に走るというような用途を考えてございますけれども、４ト 1373 

ントラック、特殊な車両というお話だったと思いますけれども、通常の平らな 1374 

荷台にクレーンがついている通常のトラックでございます。ですから、例えば 1375 

街路樹が何らかの理由で倒れたり、草刈りした草を運んだり、通常の土木の維 1376 

持作業用務に十分使える車でございます。 1377 

         以上でございます。 1378 

田中課長 嘱託職員の関係で、元市の職員が何名かということでございます。25年の３月 1379 

１日現在で４名おります。１名は技術職ということでございます。あとの２名 1380 

は施設の管理に非常に精通しているというところでございます。もう一人は事 1381 

務員になっておりますけれども、これにつきましては年度の途中でやめられた 1382 

方がいらっしゃいまして、公募をしたのですけれども、求める人物ではなかっ 1383 

たということで緊急避難といいますか、そういう場合でお願いをしたものが１ 1384 

名と。基本的には、嘱託職員の採用については公募を原則ということでは行っ 1385 

ておりますので、職員ＯＢを優先的にという考えはありませんので、ご理解い 1386 

ただきたいと思います。 1387 

         また、再任用の関係ですけれども、制度としてはあります。ただし、申し出が 1388 

なかったというのもこれは事実であります。何か門前払いをしているとか、そ 1389 

ういうことはございません。周知が十分であったかどうかという問題は別とし 1390 

まして、希望者は今のところいなかったと。ただし、今雇用と年金の接続の関 1391 

係でさまざま議論されておりますけれども、恐らく近い将来地方公務員法も改 1392 

正されるのではないかという想定がありますので、そうなりましたらその制度 1393 

にのっとって考えていくというところでございます。 1394 

小畑副主幹 ワークシェアリング、新卒未就職者の雇用の関係でお答えいたします。 1395 

         予算の記者発表資料にも掲載させていただきましたが、２名の雇用予定という 1396 

ことで今現在進めさせていただいております。この趣旨によりまして、２月中 1397 

に市内の高校、短大の就職担当の先生に呼びかけますとともに、ハローワーク 1398 

のほうにも連絡をいたしまして希望者の応募を待っていたところです。結果と 1399 

しましては、２名の応募があったのですけれども、直後に１名の方は就職が決 1400 

まったということで、最終的に希望者は１名ということで、この方について今 1401 

採用を決定したいということで進めております。この方は、この春に滝川高校 1402 

の定時制を卒業される女性の方でございます。この方に対する賃金とか年休だ 1403 

とかの労働条件につきましては、他の臨時職員と同じ時給755円、それから年休 1404 

については１年間の雇用になりましたら10日間ということでございます。それ 1405 

から、この方は本人ももちろん将来的には正規職員としてほかの会社に就職す 1406 

るのだという意気込みで来ておりますし、受け入れる所属についても積極的に 1407 

就職支援、仕事も教えながら就職の相談に乗ったり、これは私たちもするので 1408 

すけれども、就職支援ということで積極的に次の就職に結びつく支援をしてい 1409 

きたいということを考えております。 1410 
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         それから次に、障がい者雇用の関係で、これも予算の記者発表資料に３名増を 1411 

したいということで掲載させていただいております。現在この採用についても 1412 

進めておりまして、今現在予定ですけれども、２名の方を決定しつつあるとい 1413 

う状況にございます。１名の方については重度の身体障がいの方、もう一人の 1414 

方についてはこの春に工業高校を卒業する男子生徒さんなのですが、知的障が 1415 

いのある方でございます。民間企業への就職支援ということでございますが、 1416 

重度あるいは知的障がいの方はなかなか採用が難しいという状況もあると思い 1417 

ます。しかしながら、特別なことはないのですけれども、日々の業務を覚えて 1418 

いただいて、随時相談があれば私たちもそれを受けながら、次の就職の希望と 1419 

いうことでありましたら、その趣旨に沿って支援をしていきたいと考えており 1420 

ます。ただ、この４月から法定雇用率が2.3パーセントに上がりますので、滝川 1421 

市あるいは滝川市教育委員会としましても障がい者雇用の確保というのは地方 1422 

公共団体にとっても大きな課題にはなっております。この方々の賃金、雇用形 1423 

態につきましては、先ほどと同じように他の臨時職員の方と同じと考えており 1424 

ます。 1425 

         以上です。 1426 

委 員 長 窪之内委員、公債費の交付税の借換えですか、これは削除してもよろしいでし 1427 

ょうか。 1428 

窪 之 内 はい、いいです。 1429 

山内課長 先ほどお答え申し上げました中で申し添えるのが１点抜けましたので、申し添 1430 

えさせてください。57ページの自治体職員協力交流事業に要する経費及び自治 1431 

体国際協力促進事業に要する経費、ともに窓口につきましては自治体国際化協 1432 

会、略称クレアのほうでございますけれども、財政の措置につきましては上の 1433 

ほうの自治体職員協力交流事業に要する経費のほうにつきましては特別交付税 1434 

で措置されてございます。それから、下のほうにつきましてはクレアのほうか 1435 

らの助成金ということになってございます。 1436 

         以上でございます。 1437 

窪 之 内 １点目、今の国際交流の関係なのですが、自治体職員協力交流事業が特別交付 1438 

税で措置と言ったのだと思うのですが、これは全額措置されるということでず 1439 

っと来るということで確認していいのだと思うのですけれども、この事業を続 1440 

けていく上でモンゴルや白鵬にとってのメリットはあるのかなと思うのだけれ 1441 

ども、滝川にとって交流員が来るということでの国際交流という意味でのメリ 1442 

ットはあるのかなと思うのですが、その辺の続けていくメリットということに 1443 

ついてはモンゴルのほうに重きが置かれているような気がするのですけれども、 1444 

その辺について１点お伺いしたい。 1445 

         次、庁舎等の維持管理のことですが、執務室の余裕はないということでの答弁 1446 

だったのですが、市長の公約でもあった農政部の移動との関係で、農業委員会 1447 

の移動みたいな話もちらっと出ているとかということも聞いたのですけれども、 1448 

そういう農政部、農業委員会の移動と庁舎の有効活用とかについては具体的な 1449 

形でまだなっていないので、25年度中に検討するという、そういう段階にはな 1450 

いということなのか、25年度の中で検討していくという予定はあるのかどうか 1451 

伺いたいと思います。 1452 

         次、土地開発公社の関係なのですが、その３カ所のそれぞれの面積と現状は、 1453 

東滝川のほうは更地ではないのかなと思うのですけれども、更地としての活用 1454 
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は可能な状態になっているのかどうかお伺いしたいと思います。 1455 

         次ですが、街路灯の関係なのですが、独自ポールの水銀灯についてはつかんで 1456 

いないということだったのですけれども、独自ポールの水銀灯は多分200ワット 1457 

が多いと思うのです。これが独自ポールから北電柱へ切りかえたりするという 1458 

ことが本当に電気料の削減、これがＬＥＤ化になればそうだし、ナトリウム灯 1459 

になっただけでかなりの削減になるので、ここはきちんと把握してやっぱり町 1460 

内会の切りかえの相談に乗ると。そういった方向を25年度は進めるべきではな 1461 

いかと思いますが、お伺いいたします。 1462 

         あと、未来へつなぐ市民力の関係で、少人数というのは補助の対象としないと 1463 

言ったのですが、企画するのは少人数であっても対象が町内会だったり、連合 1464 

町内会だったり、そういうところに呼びかけて人を集めてということであれば、 1465 

それは町内会等に入らないで市民力になると考えたほうがいいのかなと思うの 1466 

ですけれども、少人数であっても企画して、そういういろんなことでそういう 1467 

イベントを地域的に広げるということであれば、私は却下するものではないの 1468 

ではないかなと思うので、改めてお伺いしたいと思います。 1469 

         土地開発公社の関係で、三セク債のことについてはわかりましたが、想定され 1470 

る償還額なんていうのは今の時点でもし出れば、毎年の償還額についてお伺い 1471 

したいと思います。 1472 

         職員なのですが、再雇用、退職者にこういう制度があるのだという認識を持っ 1473 

ていないとは思わないのですけれども、すぐに年金生活に入れるわけではない 1474 

わけですから、やっぱりきちんと退職者にはこういう制度もあるのだというこ 1475 

とを説明すべきではないのかと。今まで職員削減、削減とやってきた経過から、 1476 

なかなかそういうことの周知って徹底されないし、手を挙げたくても挙げられ 1477 

ないという雰囲気があったのかなと思うのですけれども、やっぱりこれからの 1478 

退職者にとっては再雇用制度、給与体系ももちろん全部きちんとされているわ 1479 

けですから、そういったことでのお考えをお伺いしたいのと嘱託の場合は基本 1480 

は公募だと言ったのですが、その４名のうちの１名は公募でだったけれども、 1481 

だめだったのでとおっしゃったと思うのですが、ほかの３名は公募をして試験 1482 

を受けたのでしょうか、お伺いします。 1483 

委 員 長 全部で７件で確認してよろしいでしょうか。 1484 

窪 之 内 はい。 1485 

山内課長 ただいまの窪之内委員さんのほうの滝川にとってのこの部分のメリットという 1486 

部分でございますけれども、それとそれに先立ちまして自治体職員協力交流事 1487 

業に要する経費が特別交付税かということでございますが、上のほうが特別交 1488 

付税でございます。滝川にとりましてのメリットということで、この事業につ 1489 

きましては先ほどお答えした中でも申し上げましたように、あくまでも白鵬プ 1490 

ロジェクトの一環として実施させていただいてきた事業でございますので、こ 1491 

れだけをとりたててメリットというものではないと考えてございます。ただ、 1492 

先日の代表質問の中で市長が答弁した中で、現在向こうのほうの米、稲作のほ 1493 

うで20平方メートルから2.5キロの米を収穫することができたというご答弁を 1494 

させていただいてございますが、これは日本の平均的な収穫量と比較いたしま 1495 

すと、日本では10アール当たり８俵から10俵、約500キロの米の収量があるので 1496 

すが、この2.5キロを10アール当たりに直しますと約125キロ、25パーセント程 1497 

度、４分の１の収量になってございます。要は滝川が技術を伝えた中で、この 1498 
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ような形で滝川の技術が向こうで生きるということが滝川ブランドということ 1499 

のつながりにもなるかなと私たちは若干期待しているところでございます。た 1500 

だ、これにつきましては今後それがメリットと言えるのかということも含めま 1501 

して、今後さらに考えていかなければならないところではあると思ってござい 1502 

ます。先ほど窪之内委員さんのお話にございました国際交流の広がり、その中 1503 

から今申し上げましたような技術の広がり等も含めまして、さまざまな広がり 1504 

が期待できるかと考えてございます。いずれにいたしましても、これは白鵬プ 1505 

ロジェクトの一環ということでやっているということでございます。 1506 

         以上でございます。 1507 

田中課長 庁舎の有効活用で、具体的な例としまして農業委員会、農政課という課名があ 1508 

りましたけれども、今の私の段階ということで申し上げさせていただきますけ 1509 

れども、25年度中にこれを具体的に移転に向けての検討をするという考えは持 1510 

ってございません。 1511 

         また、最後の退職者の関係でございます。制度の認識がないのではないかとい 1512 

うところも質疑がありましたけれども、年金の関係がございますので、25年度 1513 

の退職予定者、これについてはきちんと制度の周知は図りたいと考えておりま 1514 

す。 1515 

         それから、嘱託の関係ですけれども、嘱託の採用につきましては、試験という 1516 

のは面接試験ということだけになりますけれども、先ほどの３名につきまして 1517 

は技術職、それから施設に精通しているということで即戦力といいますか、そ 1518 

のまま引き続きやっていただくことが、非常にそれが有効であるということか 1519 

ら公募をしないでの採用ということになってございます。 1520 

景由副主幹 土地開発公社の３カ所の面積ですけれども、泉町の宿舎用地、２年に分けてで 1521 

すけれども、全体で3,958平米ちょうど、こちらについては木の城しんせつさん 1522 

と今建っている宿舎の間、更地でございます。それと、駅西用地、駅裏ですけ 1523 

れども、こちらが１万7,785平米ちょうど、こちらについても形は若干いびつで 1524 

すけれども、更地でございます。それと、東滝川の道路用地は1,694.02平米、 1525 

これは細長い用地でほとんどが傾斜になっておりますので、更地での活用は困 1526 

難かなと考えてございます。 1527 

         それと、三セク債、想定される償還額ですけれども、借り入れ予定額を、９億 1528 

円を下回ると考えていますけれども、約９億円と想定いたしますと、利息の据 1529 

え置きがなしですので、１年次目から元金償還が開始すると。元金は9,000万円 1530 

ずつ10年間、利息が残額に対してかかってきますので、900万円、800万円、700 1531 

万円と100万円ずつ下がっていく形になりますので、毎年の償還は9,900万円か 1532 

ら毎年100万円ずつ下がっていって10年間ということで考えてございます。 1533 

佐藤副主幹 街路灯についてでございますけれども、先ほど答弁しましたポールについては 1534 

把握をしておりませんが、街路灯のワット数については把握してございますの 1535 

で、まだＬＥＤの規則を昨年９月に改正したばかりですので、日にちも浅いと 1536 

いうこともございまして、そちらの周知の部分を含めまして、特に委員の言わ 1537 

れましたように200ワットのシーリング灯をつけているところについては効果 1538 

額が大きいので、そちらのほうについてはきちんと説明をしていきたいと考え 1539 

ております。 1540 

         以上です。 1541 

工藤所長 町内会等活動促進事業補助金の関係でございますけれども、こちらのほうは一 1542 
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応町内会等が行う新規のイベント事業が対象としておりますので、申請者が町 1543 

内会ということであれば申請対象となります。また、少人数で市民を対象にと 1544 

いう事業であれば市民力推進事業のほうに該当するかと思われますので、いず 1545 

れにいたしましてもそういったときにはご相談いただければ、どちらのほうで 1546 

申請するかということも踏まえてご相談を受けたいと思います。よろしくお願 1547 

いします。 1548 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 1549 

井  上 吉井副市長に聞きたいのだけれども、これは全体的な総務部の関係というか、 1550 

企画課秘書室の関係なのだけれども、情報が勝負だとさっき副市長が言いまし 1551 

たけれども、実はかれこれ一月ぐらい前なのですが、私はちょうど９階にいた 1552 

のです。はっきり私の名前も言って新政会からかけたのだけれども、緊急にい 1553 

ろいろ相談したいというか、お会いしたいということで言ったら、全然時間が 1554 

あいてないと。あしたはどうだと言ったら、あしたもあいていないと。全然先 1555 

も何もないのです。急いでいたから携帯にかけたのだけれども、携帯も出ない。 1556 

そういう状況の中で、どういう企画課秘書室がマネジメントをしているのかと 1557 

疑問に思ったわけだ。だから、本当にある意味、議会のほうの情報をシャット 1558 

アウトしているのか、その辺でおかしな形になっているのでないか、全然通じ 1559 

ないのです。その辺の秘書室のマネジメントがどういうふうになっているのか、 1560 

私は非常に疑問に思ったから、やっぱり緊急に議員側でも連携とりたいことが 1561 

あるのです。中身は何ですかとか、そういうことを全部調べなかったら会わせ 1562 

ないのか、その辺のマネジメントをきちっとしてもらわなかったら困るから、 1563 

副市長の見解を問います。 1564 

委 員 長 ただいまの質疑は予算に関係ないと思われますけれども、副市長が答えられる 1565 

範囲で答えていただきたいと思います。 1566 

吉井副市長 本会議で市と議会は車の両輪だということを明確に答えましたので、仮に井上 1567 

委員さんのようなことがあったとすれば、それは改善もしなければいけないと 1568 

は思います。ただ、秘書の仕事と私の行動で、私もあちこち行ったり来たりす 1569 

る中で今井上委員さんが指摘するようなことがあったのかもしれませんけれど 1570 

も、そういうことも含めてきちっと対応していきたいなと思っています。市と 1571 

議会、車の両輪ということは変わっておりません。よろしくお願いします。 1572 

委 員 長 ほかに質疑はありますか。 1573 

柴  田 ちょっと２点質疑をさせていただきます。 1574 

         まず、２款１項１目一般管理費なのですが、東日本大震災にかかわって八幡平 1575 

市とのさまざまな交流がなされて、結果として先日、広域的な協定も結ばれた 1576 

ということであります。この予算書を見ても特段何ら変化はないのですけれど 1577 

も、やはりそういった協定を結んだということは今後やはり被災地に対する支 1578 

援の窓口になることも含めて、あるいは広域的なそういう協力体制も含めて、 1579 

当然やはり交流をしていく、これは拡大をしていくのかなという印象を実は私 1580 

は持ったわけです。今回のこの予算書のどこにそういうものが盛り込まれてい 1581 

るのかは今わからないのですが、もしあるとすればこの一般管理費であろうと 1582 

思っているのですが、今後のそういった八幡平市との交流について今現在の考 1583 

え方についてお尋ねをしておきたいと思います。 1584 

         もう一点、職員費の部分です、13款１項１目。職員採用のことについてお尋ね 1585 

したいと思います。特に昨日の荒木議員の代表質問でもありましたけれども、 1586 
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社会人枠の採用方法についてであります。公募による民間副市長が誕生した滝 1587 

川市でありますから、やはり鈴木副市長のご活躍を見るにつけ、民間でしっか 1588 

りと能力開発をされた有能な人材を市職員として迎えるという必要性が今後ま 1589 

すます高まっているのだろうと。先日お聞きすると、社会人枠にペーパーテス 1590 

トがあるやに聞きました。やはり有能な人材を民間からお迎えするということ 1591 

に当たっては、副市長の公募のときも私は現地まで行っていろいろ説明会にも 1592 

参加いたしましたが、非常にやはり多くの有能な方々がいらっしゃって、その 1593 

中から特に有能な方を市の職員あるいは前回は副市長としてお迎えをして活躍 1594 

していただくということで、もっともっと社会人枠の採用方法の考え方を改め 1595 

ていかなければいけないのではないかなとつくづく思った次第であります。今 1596 

年度、来年度に向けて当然社会人枠の獲得をするのでありましょうから、滝川 1597 

市においてはヘッドハンティングでちょっとみそをつけた部分もありますが、 1598 

本当にヘッドハンティングするぐらいのそういう気持ちでそういう人材の活用 1599 

をしていっていただきたいと思っておりますので、そのことについて今の市の 1600 

考え方についてお尋ねをしておきたいと思います。 1601 

         以上です。 1602 

田中課長 ２点目ですが、社会人の採用ということで24年度、25年度採用に向けての採用 1603 

を実施しまして、教養試験もやっておりますけれども、それのみで足切りをし 1604 

ているわけではございません。教養試験もやり、なおかつ論文も書いていただ 1605 

き、自分のセールスポイントも訴えていただき、またグループ討議でそれぞれ 1606 

どういう性格かというところも拝見をしました。その中である程度絞り込んで、 1607 

さらに最終面接というところで進めております。また、今後の考え方というこ 1608 

とで、今委員のおっしゃるとおり我々もそういう視点は持っております。何か 1609 

ただ総合職を足りない年齢層にそこを埋めるということではなくて、やはり求 1610 

める人物像というのがありますから、例えば専門職でありますとか、鈴木副市 1611 

長がご活躍されていますけれども、そういった企業誘致とか、そういう部分に 1612 

特化して採用するという必要性があるとすれば、それを拒むものはありません 1613 

ので、その時々の必要性に応じてそういうことは考えていきたいと思っており 1614 

ます。 1615 

松澤室長 柴田委員の八幡平市との交流と拡大ということでございますけれども、これは 1616 

防災に限らず、市対市の交流という部分も含まれているとは思いますけれども、 1617 

防災に関して言いますと現在のところ25年度予算の中で交流の拡大といいます 1618 

か、そういう部分についての予算措置等はされておりません。 1619 

         以上です。 1620 

柴  田 25年度盛り込まれていない、予算には。ただ、それはやっぱりまずいのではな 1621 

いかと思うのです。我々議会としても八幡平市さんを訪ねて、これまでのお礼 1622 

も述べながらいろいろな交流をさせていただいております。そんな中で生まれ 1623 

た協定ということで、25年度の予算では何もないのだというのは、やはり私は 1624 

問題があると思います。やはり25年度何らかの形で、当然被災地とのつながり 1625 

という面でも継続的な交流というものが必要になっていると思いますので、そ 1626 

のことについてはまた討論の中で要望として明らかにしていきたいと思ってお 1627 

ります。 1628 

         それと、社会人枠の採用なのです。今田中課長がおっしゃった、そのとおりな 1629 

のです。求める人材を、その人物像を明確にして、そういった方を引っ張って 1630 
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くるぐらいのことでなければ、ただ社会人枠の枠をあけているから、公務員に 1631 

なれますというような、そういうものではないと思うのです。だから、そうい 1632 

った意味でもっともっと戦略的に攻めの人材確保をこれからはやっていかなけ 1633 

ればいけないと思いますし、特に市長は民間感覚を取り入れると明確におっし 1634 

ゃっているわけですから、そういった意味ではきょう鈴木副市長もいらっしゃ 1635 

いますけれども、鈴木副市長のご意見も十分聞きながら新しいそういった採用 1636 

の方法などを検討していく必要があると思いますが、改めてお考えをお聞きし 1637 

たいと思います。 1638 

田中課長 今委員のおっしゃったことを十分に踏まえて考えたいと思います。 1639 

委 員 長 ほかに質疑ございませんか。 1640 

（なしの声あり） 1641 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいでしょうか。 1642 

（異議なしの声あり） 1643 

委 員 長 以上で総務費、消防費、公債費、諸支出金、職員費、予備費、関連議案第22号、 1644 

第23号、第31号、第39号、第42号及び第45号の質疑を終結いたしました。 1645 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 1646 

 あすは午前10時から会議を開きます。 1647 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 1648 

散  会 １５：１２ 1649 

 1650 

 1651 


